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二
〇
世
紀
前
期
の
上
海
に
お
け
る
日
系
製
革
企
業

│
│
江
南
製
革
と
中
華
皮
革
│
│

吉
田

建
一
郎

一
、
は
じ
め
に

本
稿
は
、
二
〇
世
紀
前
期
に
上
海
へ
進
出
し
た
代
表
的
な
日
系

製
革
企
業
で
あ
る
江
南
製
革
と
中
華
皮
革
の
経
営
が
ど
の
よ
う
に

推
移
し
、
そ
こ
に
い
か
な
る
特
徴
が
見
出
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
論

じ
る
も
の
で
あ
る
。

一
八
九
五
年
に
結
ば
れ
た
下
関
条
約
に
よ
り
外
国
人
が
中
国
の

開
港
都
市
に
工
場
を
設
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
外
国
資
本
の

中
国
進
出
や
工
場
設
立
が
活
発
化
し
た
。
こ
の
外
国
資
本
に
は
日

本
資
本
も
含
ま
れ
る
。
例
え
ば
一
九
三
〇
年
末
に
お
い
て
、
日
本

の
中
国
（「
満
洲
」
は
含
ま
な
い
）
へ
の
直
接
事
業
投
資
額
は
イ

ギ
リ
ス
に
次
ぐ
第
二
位
の
約
三
億
二
四
〇
〇
万
ド
ル
で
（
１
）
、
そ
の
約

六
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
上
海
に
向
け
ら
れ
た
と
い
う
推
計
が
あ
る
（
２
）
。

上
海
で
の
日
本
の
投
資
事
業
の
う
ち
最
も
規
模
が
大
き
か
っ
た
の

は
綿
紡
績
業
で
あ
り
、
一
九
三
六
年
末
に
お
い
て
投
資
額
は
約
二

億
円
に
の
ぼ
っ
た
。
ま
た
約
三
千
万
円
が
綿
紡
績
業
以
外
の
各
種

工
業
に
投
資
さ
れ
て
い
た
（
３
）
。
こ
の
「
各
種
工
業
」
の
ひ
と
つ
が
製

革
工
業
で
あ
っ
た
。

筆
者
は
以
前
、
一
九
世
紀
末
か
ら
一
九
三
〇
年
代
初
期
の
上
海

に
お
け
る
製
革
業
の
展
開
を
検
討
し
た
際
、
江
南
製
革
（
一
九
一

二
年
創
設
）
と
中
華
皮
革
（
一
九
一
九
年
創
設
）
と
い
う
二
つ
の

日
系
企
業
の
工
場
が
、
様
々
な
機
械
設
備
を
具
え
た
「
新
式
」
工

場
と
し
て
近
代
上
海
の
製
革
業
の
発
展
に
関
わ
っ
た
こ
と
に
言
及

し
た
（
４
）
。
た
だ
そ
の
際
に
は
、
二
〇
世
紀
前
期
に
中
国
の
経
済
、
政

治
、
社
会
が
変
動
す
る
な
か
で
、
両
企
業
の
経
営
が
ど
う
推
移
し

た
の
か
を
具
体
的
に
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

近
代
中
国
の
紡
績
業
の
発
展
を
牽
引
し
た
日
系
紡
績
企
業
（
在

華
紡
）
を
扱
っ
た
研
究
で
は
、
個
々
の
企
業
の
経
営
の
推
移
を
動

二
〇
世
紀
前
期
の
上
海
に
お
け
る
日
系
製
革
企
業

三
三
（
三
三
）



態
的
に
描
き
出
し
た
成
果
が
見
ら
れ
る
（
５
）
。
し
か
し
人
々
の
生
活
を

構
成
す
る
衣
・
食
・
住
の
う
ち
、
紡
績
と
と
も
に
「
衣
」
と
密
接

な
関
係
に
あ
る
製
革
業
に
つ
い
て
、
そ
う
し
た
成
果
が
こ
れ
ま
で

十
分
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。
近
代
上
海
の
日
系
企

業
の
発
展
過
程
に
つ
い
て
、
綿
紡
績
以
外
の
様
々
な
工
業
に
焦
点

を
あ
て
て
丁
寧
な
実
態
解
明
を
進
め
て
き
た
許
金
生
氏
（
復
旦
大

学
）
は
、「
上
海
近
代
工
業
発
展
史
上
に
お
け
る
日
系
雑
工
業
の

位
置
と
役
割
を
め
ぐ
っ
て
」（『
立
命
館
経
済
学
』
五
四
巻
三
号
、

二
〇
〇
五
年
）
に
お
い
て
、「
製
革
業
状
況
『
上
海
』」（『
通
商
公

報
』
一
〇
六
八
号
、
一
九
二
三
年
）
に
依
り
な
が
ら
、
上
海
の
製

革
工
場
の
中
で
中
華
皮
革
は
規
模
が
最
も
大
き
く
、
江
南
製
革
が

そ
れ
に
次
い
で
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
ま
た
「
支
那
に
お
け
る
製

革
業
の
概
況
」（『
経
済
月
報
（
上
海
日
本
商
工
会
議
所
）』
四
四

号
、
一
九
三
〇
年
）
や
実
業
部
中
国
経
済
年
鑑
編
纂
委
員
会
編
輯

『
中
国
経
済
年
鑑
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
三
六
年
）、
上
海
特
別

市
社
会
局
編
『
上
海
之
工
業
』（
一
九
三
〇
年
）
に
依
り
な
が
ら
、

一
九
三
〇
年
代
に
日
系
の
製
革
工
場
が
資
本
力
、
生
産
力
の
面
で

中
国
資
本
の
工
場
よ
り
も
優
位
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
さ
ら

に
上
海
の
製
革
業
が
日
本
人
に
よ
り
掌
握
さ
れ
て
い
た
と
述
べ
る

な
ど
、
日
系
企
業
の
〈
優
位
性
〉
や
〈
強
靭
性
〉
を
強
調
し
て
い

る
。
た
だ
、
個
々
の
企
業
の
経
営
が
ど
う
推
移
し
た
の
か
を
検
討

す
る
作
業
は
十
分
に
は
行
っ
て
い
な
い
。

許
氏
が
二
〇
〇
九
年
に
著
し
た
『
近
代
上
海
日
資
工
業
史
（
一

八
八
四
―
一
九
三
七
）』（
上
海
、
学
林
出
版
社
）
で
は
、
一
九
二

〇
年
代
の
中
国
で
発
生
し
た
ボ
イ
コ
ッ
ト
が
江
南
製
革
・
中
華
皮

革
両
企
業
の
原
料
皮
確
保
や
中
華
皮
革
の
生
産
量
に
影
響
を
与
え

た
こ
と
、
満
洲
事
変
後
に
お
け
る
両
工
場
の
操
業
状
況
の
違
い
な

ど
、
経
営
の
推
移
に
関
す
る
言
及
が
見
ら
れ
る
が
（
六
五
、
六
六
、

二
七
六
頁
）、
そ
れ
ら
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
日
系
製
革
企
業
の
発

展
の
特
徴
を
総
括
し
よ
う
と
い
う
意
識
は
や
や
弱
い
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
本
書
第
二
章
「
各
業
発
展
状
況
」
の
「
二
、

独
歩
上
海
的
皮
革
工
業
」
の
小
結
は
、「
上
海
に
お
け
る
日
本
商

の
皮
革
工
業
へ
の
投
資
規
模
は
大
き
く
、
資
金
力
、
技
術
力
、
生

産
能
力
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
中
華
皮
革
の
生
産
規
模
は
一
貫

し
て
上
海
の
ト
ッ
プ
に
位
置
し
、
江
南
製
革
が
す
ぐ
後
に
つ
い
て

い
た
。
両
工
場
の
絶
対
的
な
優
勢
に
は
、
い
か
な
る
中
国
資
本
の

製
革
工
場
も
か
な
わ
な
か
っ
た
。〔
一
九
三
二
年
の
〕
一
・
二
八

事
変
の
発
生
ま
で
両
企
業
は
上
海
の
皮
革
工
業
を
左
右
し
て
い

た
」
と
、
や
は
り
日
系
企
業
の
〈
優
位
性
〉
や
〈
強
靭
性
〉
を
強

調
す
る
内
容
で
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
総
括
と
し
て
は
や
や
単
調

と
の
印
象
を
受
け
る
。

本
稿
で
は
、
以
上
の
研
究
状
況
を
踏
ま
え
、
江
南
製
革
・
中
華

史

学

第
七
九
巻

第
一
・
二
号

三
四
（
三
四
）



皮
革
両
企
業
の
経
営
の
推
移
を
、
両
企
業
の
営
業
報
告
書
、
社
史
、

日
本
の
皮
革
業
界
誌
の
記
事
な
ど
を
用
い
て
跡
づ
け
て
い
く
。
そ

し
て
従
来
十
分
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
近
代
上
海
の
日
系
製
革
企

業
の
発
展
に
見
ら
れ
た
特
徴
を
示
し
た
い
。

二
、
江
南
製
革
・
中
華
皮
革
の
創
設
と
初
期
の
発
展

（
一
九
一
〇
年
代
―
一
九
二
〇
年
代
前
期
）

（
一
）
江
南
製
革
の
創
設
と
初
期
の
発
展

ま
ず
江
南
製
革
・
中
華
皮
革
両
企
業
の
上
海
進
出
の
過
程
と
初

期
の
発
展
過
程
を
整
理
し
よ
う
。
江
南
製
革
の
設
立
母
体
は
日
本

皮
革
株
式
会
社
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
九
〇
七
年
四
月
に
株
式
会

社
桜
組
、
東
京
製
皮
合
資
会
社
、
大
倉
組
皮
革
製
造
所
が
合
併
し

て
設
立
さ
れ
た
株
式
会
社
で
あ
っ
た
。
本
店
は
東
京
府
南
足
立
郡

千
住
町
に
置
か
れ
、
取
締
役
会
長
に
大
倉
喜
八
郎
（
６
）
、
副
会
長
に
大

沢
省
三
（
７
）
、
取
締
役
に
賀
田
金
三
郎
（
８
）
、
相
談
役
に
渋
沢
栄
一
が
就
い

た
（
９
）。日

本
皮
革
株
式
会
社
は
創
設
時
か
ら
中
国
で
の
販
路
開
拓
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
。
一
九
〇
七
年
一
月
に
発
表
さ
れ
た
と
推
定
さ

れ
る
「
日
本
皮
革
株
式
会
社
目
論
見
書
」
に
は
、「
日
進
月
歩
ノ

〔
日
本
〕
内
地
需
要
ニ
応
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
清
韓
方
面
ニ
新
販
路

ヲ
開
キ
猶
進
ン
デ
東
洋
諸
国
ニ
向
ツ
テ
輸
出
ヲ
成
サ
ン
ト
ス
ル
モ

ノ
ナ
リ
」、
あ
る
い
は
「
清
国
及
韓
国
ニ
於
ケ
ル
軍
隊
及
一
般
ノ

需
要
品
ヲ
製
造
輸
出
ス
ル
ヲ
以
テ
営
業
ト
為
ス
」
と
い
っ
た
表
現

が
見
ら
れ
る
（
１０
）
。

一
九
一
二
年
一
二
月
、
日
本
皮
革
は
上
海
の
南
徐
家
匯
に
あ
っ

た
日
本
人
古
荘
弘
経
営
の
小
規
模
な
皮
革
製
造
工
場
を
買
い
取
り
、

日
本
皮
革
上
海
工
場
（
中
国
名
�
江
南
製
革
公
司
）
と
し
て
操
業

を
始
め
た
。
そ
し
て
中
国
の
豊
富
な
生
皮
と
安
価
な
現
地
労
働
力

に
依
拠
し
て
経
営
を
展
開
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
（
１１
）
。
操
業
に
際
し
、

大
阪
工
場
か
ら
主
任
と
し
て
堀
十
郎
、
仕
上
場
監
督
と
し
て
山
田

源
右
衛
門
が
赴
任
し
、
翌
一
九
一
三
年
一
月
に
は
東
京
工
場
か
ら

会
計
兼
計
算
係
と
し
て
谷
田
部
愛
が
派
遣
さ
れ
た
。
ま
た
東
京
工

場
か
ら
は
鞣
場
監
督
と
し
て
加
藤
為
吉
が
上
海
へ
渡
っ
た
（
１２
）
。

創
設
当
時
の
製
品
の
大
半
は
、
牛
皮
を
タ
ン
ニ
ン
で
な
め
し
た

柔
ら
か
く
て
光
沢
と
弾
力
に
富
む
ヌ
メ
革
で
あ
り
、
靴
底
用
の
厚

く
て
硬
い
革
で
あ
る
底
革
の
生
産
は
少
量
で
あ
っ
た
（
１３
）
。「
上
海
に

於
け
る
製
革
業
状
況
」（『
通
商
公
報
』
一
八
二
号
、
一
九
一
五

年
）
に
よ
れ
ば
、
延
皮
（
筆
者
注
�
ヌ
メ
革
）
の
原
料
と
し
て

「
上
海
租
界
内
の
屠
牛
皮
を
毎
日
約
二
十
枚
を
使
用
」
し
、
製
革

用
の
タ
ン
ニ
ン
は
「
北
海
道
及
シ
ド
ニ
ー
よ
り
輸
入
し
」、
中
国

産
の
も
の
を
使
用
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ク
ロ
ー
ム
鞣
し
の
方
法

で
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
フ
を
も
製
造
し
（
１４
）
、「
相
当
の
成
績
を
収
め
、
毎

二
〇
世
紀
前
期
の
上
海
に
お
け
る
日
系
製
革
企
業

三
五
（
三
五
）



日
十
五
枚
位
の
原
料
（
筆
者
注
�
子
牛
皮
）
を
使
用
」
し
た
。
江

南
製
革
の
「
所
在
地
方
の
水
質
は
鞣
皮
に
適
し
…
…
深
さ
約
六
十

間
の
井
〔
戸
〕
水
を
使
用
」
し
た
。
工
場
の
製
品
は
、
大
倉
組
上

海
支
店
の
天
滝
路
出
張
店
で
販
売
さ
れ
、
後
に
広
東
人
が
経
営
す

る
広
生
利
も
取
引
商
に
加
わ
っ
た
（
１５
）
。

上
海
の
製
革
工
業
の
発
展
に
と
っ
て
第
一
次
大
戦
は
大
き
な
区

切
り
で
あ
っ
た
。
大
戦
の
勃
発
に
よ
り
、「
東
洋
に
於
け
る
〔
皮

革
類
の
〕
輸
出
入
の
杜
絶
減
退
（
１６
）
」
と
い
う
状
況
が
生
じ
、「
戦
争

の
影
響
を
受
け
皮
革
の
需
要
遽
に
増
加
し
供
給
不
足
を
訴
へ
購
買

競
争
を
惹
起
す
る
の
盛
況
を
呈
し
た
れ
ば
漸
く
新
企
業
も
発
達
の

機
運
に
達
し
（
１７
）
」、
製
革
工
業
の
発
展
が
促
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
中
、

「
江
南
製
革
公
司
先
づ
活
気
を
呈
し
（
１８
）
」、
一
九
一
八
年
、
宝
山
県
潭

子
湾
街
に
あ
っ
た
ベ
ル
ギ
ー
人
等
が
所
有
す
る
比
較
的
大
規
模
な

煉
瓦
建
て
の
皮
革
工
場
を
買
い
取
り
、
そ
こ
へ
移
転
し
た
（
１９
）
。
移
転

後
は
「
大
ニ
事
業
ヲ
拡
張
」
し
、「
靴
底
革
、
絖
革
及
一
般
靴
用

甲
革
等
ノ
製
出
ニ
従
事
」
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
２０
）
。
こ
れ
と
並
行
し

て
、
日
本
内
地
か
ら
大
工
を
呼
び
寄
せ
て
タ
ン
ニ
ン
焚
き
出
し
用

の
丸
桶
が
製
造
さ
れ
た
り
、
新
た
な
取
引
先
と
し
て
広
東
人
経
営

の
広
発
源
や
寧
波
人
経
営
の
隆
泰
が
加
わ
る
と
い
っ
た
動
き
が
あ

っ
た
（
２１
）
。
そ
し
て
一
九
二
〇
年
代
初
期
に
は
、「
漸
次
発
展
シ
ツ
ゝ

ア
〔
ル
〕
（
２２
）
」
と
評
さ
れ
る
状
態
に
至
っ
た
。

（
二
）
中
華
皮
革
の
創
設
と
初
期
の
発
展

中
華
皮
革
の
設
立
母
体
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
一
九
年
一
一
月

に
東
京
で
設
立
さ
れ
た
中
華
企
業
株
式
会
社
で
あ
る
（
２３
）
。
社
長
は
藤

田
四
郎
（
２４
）
、
専
務
取
締
役
は
明
渡
知
瑜
太
郎
（
２５
）
、
大
谷
藤
治
郎
（
２６
）
で
あ
っ

た
。
取
締
役
に
は
上
記
の
三
氏
に
加
え
、
岩
原
謙
三
（
２７
）
、
稲
垣
恒
吉
（
２８
）
、

喜
多
又
蔵
（
２９
）
、
三
上
豊
美
（
３０
）
等
六
名
が
、
監
査
役
に
上
遠
野
富
之
助
（
３１
）
、

九
鬼
紋
七
（
３２
）
、
下
郷
伝
平
（
３３
）
等
五
名
が
就
い
た
。
ま
た
相
談
役
に
濱
岡

光
哲
（
３４
）
、
和
田
豊
治
（
３５
）
の
両
名
が
就
い
た
。
同
社
の
主
要
事
業
は
「
上

海
ニ
於
ケ
ル
特
種
商
業
機
関
ニ
対
ス
ル
借
款
、
中
華
皮
革
廠
及
土

地
経
営
等
」
で
あ
っ
た
（
３６
）
。

中
華
皮
革
廠
の
営
業
は
上
海
の
曹
家
渡
に
あ
っ
た
龍
華
皮
革
廠

の
買
収
か
ら
始
ま
っ
た
（
３７
）
。
龍
華
製
革
廠
は
一
九
〇
六
年
、
浙
江
出

身
の
方
液
仙
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
。
上
海
で
初
め
て
中
国
人
単
独

資
本
で
製
革
と
各
種
皮
革
製
品
の
製
造
を
行
っ
た
総
合
皮
革
関
連

企
業
で
あ
り
（
３８
）
、
龍
華
と
同
じ
年
に
上
海
で
営
業
を
開
始
し
た
中
国

資
本
の
鞏
華
製
革
公
司
と
比
べ
て
、「
資
本
潤
澤
な
る
を
以
て
製

品
も
稍
見
る
べ
き
も
の
あ
り
（
３９
）
」
と
評
さ
れ
た
。
し
か
し
一
九
一
五

年
に
お
い
て
、「
前
年
革
命
事
変
の
際
〔
中
国
の
〕
陸
軍
部
よ
り

註
文
あ
り
た
る
革
製
品
の
代
金
百
三
十
万
弗
の
不
足
金
を
二
ヶ
年

に
亘
り
て
仕
払
延
滞
せ
る
等
の
事
情
よ
り
…
…
財
政
上
の
困
難
に

て
休
業
同
様
の
状
態
に
あ
」
っ
た
（
４０
）
。
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龍
華
か
ら
中
華
企
業
株
式
会
社
へ
工
場
の
受
け
渡
し
が
完
了
し

た
の
は
一
九
一
九
年
一
二
月
で
あ
り
、
こ
れ
を
機
に
中
華
皮
革
廠

へ
改
称
さ
れ
た
。
そ
の
後
「
熟
練
セ
ル
技
師
及
職
工
ヲ
内
地
ヨ
リ

派
シ
、
諸
機
械
及
工
場
ノ
修
理
ヲ
為
シ
、
総
テ
ノ
準
備
ヲ
整
ヘ

テ
」、
一
九
二
〇
年
五
月
一
日
に
操
業
を
開
始
し
た
。
工
場
長
は

佐
渡
秀
光
で
あ
っ
た
（
４１
）
。
そ
し
て
同
年
八
月
末
の
段
階
で
「
既
ニ
優

良
ナ
ル
製
品
ヲ
市
場
ニ
出
ス
ニ
至
」
っ
た
（
４２
）
。

一
九
一
九
年
の
創
設
か
ら
二
年
余
り
に
お
け
る
中
華
企
業
株
式

会
社
の
営
業
報
告
書
に
見
ら
れ
た
特
徴
は
、
中
華
皮
革
の
順
調
な

経
営
と
将
来
の
発
展
の
可
能
性
の
大
き
さ
を
伝
え
る
傾
向
に
あ
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
中
華
企
業
の
第
二
回
か
ら
第
五
回
の
四
つ
の
営

業
報
告
書
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

①
中
華
皮
革
廠
ノ
事
業
進
捗
シ
、
其
ノ
製
革
方
法
ニ
一
大
改
良

ヲ
施
シ
、
益
優
良
ナ
ル
製
品
ヲ
出
ス
ニ
至
レ
リ
。
製
品
ノ
需
要
モ

亦
漸
次
増
加
セ
ル
ヲ
以
テ
近
ク
工
場
ヲ
拡
張
シ
其
ノ
製
造
能
率
ヲ

増
大
ス
ル
コ
ト
ヲ
企
画
シ
ツ
ツ
ア
リ
（
４３
）
（
句
読
点
は
筆
者
に
よ
る
。

以
下
同
様
）。

②
中
華
皮
革
廠
ノ
事
業
ハ
拡
張
工
事
ノ
為
メ
今
期
多
少
製
造
高

ヲ
減
ジ
タ
ル
モ
、
工
事
ハ
略
完
成
セ
ル
ヲ
以
テ
向
後
其
ノ
製
造
能

力
ニ
著
シ
キ
増
率
ヲ
来
ス
ベ
シ
。
尚
今
期
ニ
於
テ
ハ
従
来
ノ
底
革

調
帯
類
ノ
他
ニ
甲
革
ノ
製
造
ヲ
開
始
シ
タ
リ
。
製
品
ノ
販
路
ニ
付

テ
モ
漸
次
各
方
面
ニ
向
テ
拡
張
ス
ル
コ
ト
ニ
努
メ
、
最
近
我
陸
軍

関
係
ニ
納
付
セ
ル
底
革
類
ニ
付
テ
ハ
品
質
優
良
ナ
リ
シ
ト
テ
特
ニ

賞
賛
ヲ
博
シ
ツ
ヽ
ア
リ
（
４４
）
。

③
中
華
皮
革
廠
ニ
於
テ
ハ
従
来
ノ
底
革
、
調
帯
、
甲
革
等
ノ
外

ニ
軍
靴
ノ
製
造
ヲ
開
始
シ
タ
リ
。
製
品
ノ
販
売
ニ
付
テ
ハ
新
タ
ニ

北
支
那
、
新
嘉
坡
、
暹
羅
等
ノ
各
方
面
ニ
亘
リ
調
査
開
始
ノ
歩
ヲ

進
メ
鋭
意
販
路
ノ
拡
張
ニ
努
メ
ツ
ツ
ア
リ
（
４５
）
。

④
中
華
皮
革
廠
ノ
事
業
ハ
概
シ
テ
順
調
ニ
シ
テ
製
造
技
術
ノ
改

良
及
製
品
販
路
ノ
拡
張
ニ
努
メ
ツ
ツ
ア
リ
（
４６
）
、
…
…

（
三
）
一
九
二
三
年
の
上
海
商
務
官
報
告
と
両
企
業
に
対
す
る

逆
風

一
九
二
三
年
の
『
通
商
公
報
』
一
〇
六
八
号
に
掲
載
さ
れ
た

「
製
革
業
状
況
『
上
海
』（
大
正
十
二
年
五
月
三
十
日
附
在
上
海
商

務
官
横
竹
平
太
郎
報
告
）」
は
、
一
九
二
〇
年
代
前
期
の
上
海
に

お
け
る
日
系
製
革
企
業
の
状
況
を
ま
と
ま
っ
た
か
た
ち
で
知
る
こ

と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
江
南
製
革

と
中
華
皮
革
の
経
営
に
関
す
る
記
述
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

上
海
に
於
け
る
製
革
工
場
中
最
大
規
模
な
る
は
邦
人
経
営
の

中
華
皮
革
会
社
に
し
て
…
…
江
南
皮
革
会
社
之
に
次
ぐ
。
支

那
人
経
営
の
工
場
は
数
多
あ
れ
ど
も
何
れ
も
小
規
模
に
し
て

二
〇
世
紀
前
期
の
上
海
に
お
け
る
日
系
製
革
企
業

三
七
（
三
七
）



資
本
は
一
萬
弗
を
出
で
ざ
る
も
の
多
し
。
…
…
上
海
に
於
け

る
代
表
工
場
た
る
中
華
皮
革
会
社
の
工
場
能
力
は
底
革
一
日

製
造
高
一
二
〇
枚
、
調
革
四
〇
枚
、
水
牛
五
枚
、
生
水
牛
五

枚
、
合
計
一
七
〇
枚
、
職
工
数
三
百
人
、
生
産
能
力
一
箇
月

底
革
約
十
万
弗
に
し
て
、
江
南
皮
革
会
社
工
場
能
力
は
約
右

の
半
数
…
…
当
地
邦
人
工
場
製
品
は
昨
年
頃
迄
外
国
品
に
比

し
約
一
割
五
分
方
安
値
な
り
し
が
、
品
質
の
向
上
と
共
に
最

近
に
於
て
は
一
割
位
の
差
と
な
れ
り
。
…
…
支
那
製
品
中
底

革
は
邦
人
経
営
の
工
場
に
於
て
製
造
せ
ら
る
ゝ
も
の
ゝ
数
量

多
く
品
質
も
可
成
良
好
に
し
て
需
要
多
く
、
当
地
の
市
場
に

出
す
の
み
な
ら
ず
、
天
津
漢
口
青
島
等
に
移
出
し
紡
績
用
品

は
日
本
へ
も
輸
出
し
つ
ゝ
あ
り
。
…
…
近
年
支
那
の
機
械
工

業
殊
に
紡
績
業
の
発
達
に
伴
ひ
本
品
（
筆
者
注
�
機
械
用
ベ

ル
ト
）
の
需
要
逐
年
増
加
す
。
…
…
最
近
当
地
中
華
皮
革
会

社
及
江
南
皮
革
会
社
は
本
品
の
製
造
を
開
始
し
、
何
れ
も
一

吋
乃
至
二
吋
位
の
小
幅
の
も
の
を
出
し
其
価
格
は
日
本
〔
か

ら
の
輸
入
〕
品
に
比
し
約
三
割
方
安
値
に
在
り
売
行
良
好
な

り
。

以
上
の
よ
う
に
、
報
告
は
日
系
製
革
企
業
の
生
産
能
力
が
高
い

こ
と
や
経
営
が
順
調
に
推
移
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
し

か
し
一
九
一
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
前
期
の
日
系
製
革
企
業
の
経

営
は
、
様
々
な
逆
風
を
受
け
る
中
で
展
開
さ
れ
た
こ
と
に
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
。
以
下
、
逆
風
の
例
を
二
つ
挙
げ
る
。

一
つ
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
い
わ
ゆ
る
戦
後
不
況
の
影
響
で
あ

る
。
中
華
企
業
株
式
会
社
の
『
第
五
回
営
業
報
告
書
（
一
九
二
二

年
三
月
一
日
―
同
年
八
月
三
一
日
）』
は
、「
一
般
財
界
ノ
不
況
ニ

伴
ヒ
皮
革
ノ
如
キ
モ
其
影
響
ヲ
免
レ
ス
、
従
テ
収
益
ニ
於
テ
所
期

ノ
成
績
ヲ
挙
ケ
得
サ
リ
シ
コ
ト
ヲ
遺
憾
ト
ス
」
と
し
、
続
く
『
第

六
回
営
業
報
告
書
（
一
九
二
二
年
九
月
一
日
―
一
九
二
三
年
二
月

二
八
日
）』
も
、「
中
華
皮
革
廠
ノ
事
業
ハ
一
般
財
界
ノ
不
振
ニ
伴

ヒ
其
ノ
影
響
ヲ
蒙
ル
コ
ト
免
レ
ス
、
従
テ
本
期
ニ
於
テ
ハ
予
期
ノ

利
益
ヲ
挙
ケ
得
サ
リ
シ
コ
ト
ヲ
遺
憾
ト
ス
」
と
、
経
営
に
対
す
る

不
況
の
影
響
を
指
摘
し
た
。
江
南
製
革
に
お
い
て
も
「
上
海
工
場

モ
内
地
同
様
一
般
不
況
ヲ
免
カ
レ
サ
ル
（
４７
）
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ

る
。逆

風
の
も
う
一
つ
の
例
は
、
原
料
皮
の
確
保
に
困
難
が
伴
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
要
因
の
一
つ
は
軍
閥
間
の
対
立
で
あ
っ
た
。

中
華
企
業
株
式
会
社
の
『
第
八
回
営
業
報
告
書
（
一
九
二
三
年
九

月
一
日
―
一
九
二
四
年
二
月
二
九
日
）』
は
、
第
一
次
奉
直
戦
争

（
一
九
二
二
年
四
月
―
六
月
）
に
敗
れ
た
奉
天
派
に
よ
る
生
皮
買

い
付
け
の
影
響
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
４８
）
。

奉
直
戦
争
カ
尚
ホ
北
洋
軍
閥
ノ
好
餌
ト
シ
テ
存
シ
、
奉
天
側

史
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ハ
軍
需
品
製
造
ノ
目
的
ヲ
以
テ
原
料
買
付
ヲ
開
始
シ
タ
ル
結

果
、
既
往
ニ
類
例
ヲ
見
サ
ル
高
値
ト
ナ
リ
当
工
場
ニ
於
テ
モ

原
料
買
付
ニ
多
大
ノ
支
障
ヲ
来
セ
ル
為
メ
特
ニ
好
成
績
ヲ
挙

ク
ル
ニ
至
ラ
サ
リ
シ
…
…

当
該
期
（
一
九
二
三
年
九
月
一
日
―
一
九
二
四
年
二
月
二
九

日
）
の
中
華
皮
革
廠
の
収
益
は
約
一
万
六
千
六
百
円
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
は
二
年
前
の
同
時
期
の
約
一
割
に
す
ぎ
な
か
っ
た
（
後
掲
の

付
表
）。

日
貨
排
斥
の
動
き
も
原
料
皮
の
確
保
に
影
響
を
与
え
た
。
中
華

企
業
株
式
会
社
の
『
第
七
回
営
業
報
告
書
（
一
九
二
三
年
三
月
一

日
―
同
年
八
月
三
一
日
）』
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

中
華
皮
革
廠
ノ
事
業
ハ
一
般
財
界
ノ
不
振
ニ
加
フ
ル
ニ
排
日

思
想
各
地
ニ
瀰
漫
ス
ル
ト
共
ニ
日
貨
排
斥
ノ
暴
挙
ア
リ
、
邦

人
ノ
企
業
挙
ケ
テ
惨
憺
タ
ル
悲
境
ニ
沈
淪
ス
ル
ノ
止
ム
ナ
キ

ニ
至
レ
リ
、
同
廠
モ
亦
其
ノ
影
響
ヲ
蒙
リ
原
料
品
購
入
等
ニ

不
尠
打
撃
ヲ
受
ケ
自
然
製
産
ヲ
低
減
セ
シ
ム
ル
ノ
余
儀
ナ
キ

ニ
至
リ
、
惹
イ
テ
予
期
ノ
利
益
ヲ
挙
ケ
得
サ
リ
シ
ヲ
遺
憾
ト

ス
。

こ
の
時
期
の
日
貨
排
斥
の
代
表
例
と
し
て
、
一
九
二
三
年
の
旅

大
回
収
運
動
の
中
で
展
開
し
た
経
済
絶
交
運
動
が
あ
る
。
一
九
二

三
年
三
月
二
六
日
は
、
清
朝
が
ロ
シ
ア
に
認
め
た
旅
順
と
大
連
の

租
借
期
限
満
了
日
で
あ
っ
た
。
た
だ
日
本
は
対
華
二
十
一
ヵ
条
の

要
求
（
一
九
一
五
年
）
で
、
租
借
期
限
を
九
九
年
に
延
長
す
る
こ

と
を
北
京
政
府
に
認
め
さ
せ
て
い
た
。
そ
し
て
一
九
二
三
年
三
月

に
北
京
政
府
側
か
ら
出
さ
れ
た
二
十
一
ヵ
条
要
求
撤
廃
の
要
求
を

拒
否
し
た
。
こ
の
後
、
上
海
総
商
会
は
日
本
人
と
の
一
切
の
経
済

交
渉
を
絶
つ
こ
と
を
提
唱
し
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
北
京
、
天
津
、

武
漢
な
ど
の
諸
都
市
で
多
く
の
団
体
が
組
織
さ
れ
て
運
動
が
展
開

さ
れ
た
。
そ
れ
が
最
も
盛
ん
で
あ
っ
た
の
は
長
江
流
域
、
と
り
わ

け
武
漢
を
中
心
と
し
た
中
流
域
地
方
で
あ
っ
た
（
４９
）
。
こ
の
地
方
は
、

「
上
海
に
於
る
皮
革
工
業
中
の
最
も
規
模
の
大
な
る
も
の
は
邦
人

経
営
に
か
ゝ
る
中
華
皮
革
廠
（
中
華
企
業
会
社
の
経
営
）、
江
南

皮
革
廠
（
日
本
皮
革
会
社
の
支
社
）
に
し
て
、
他
の
支
那
人
同
業

者
に
比
し
嶄
然
頭
角
を
顕
は
し
て
居
る
。
然
し
そ
の
主
要
原
料
た

る
生
牛
皮
は
主
と
し
て
河
南
産
の
牛
に
し
て
漢
口
に
て
買
附
を
為

す
も
の
な
る
（
５０
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
江
南
製
革
・
中
華
皮
革
両
企
業

に
と
っ
て
重
要
な
原
料
皮
買
付
地
で
あ
っ
た
（
５１
）
。
そ
し
て
漢
口
が

「
日
貨
排
斥
経
済
断
交
峻
烈
な
る
為
め
、
其
の
原
料
の
買
附

〔
は
〕
至
難
を
極
め
〔
る
〕
（
５２
）
」
こ
と
に
な
っ
た
。

武
漢
の
経
済
絶
交
運
動
で
は
、
漢
口
、
武
昌
の
総
商
会
を
中
心

に
湖
北
全
省
の
商
業
界
関
係
者
を
組
織
し
た
湖
北
全
省
商
界
外
交

後
援
会
や
武
漢
国
民
外
交
委
員
会
な
ど
が
組
織
さ
れ
た
。
そ
し
て

二
〇
世
紀
前
期
の
上
海
に
お
け
る
日
系
製
革
企
業
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湖
北
全
省
商
界
外
交
後
援
会
の
簡
章
に
記
さ
れ
た
「
排
日
方
法
」

の
う
ち
、
特
に
効
果
を
あ
げ
た
も
の
の
一
つ
が
「
原
料
物
品
の
不

売
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
（
５３
）
、
日
系
製
革
企
業
は
ま
さ
に
生
皮
取

扱
商
に
よ
る
生
皮
の
不
売
に
直
面
し
た
。
そ
の
具
体
的
な
状
況
を
、

「
日
貨
排
斥
と
皮
革
工
業
」（『
東
洋
皮
革
新
誌
』
二
〇
年
二
三
一

号
、
一
九
二
四
年
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
元
来
生
皮

の
中
心
市
場
は
漢
口
に
し
て
、
牛
皮
の
外
、
山
羊
、
羊
皮
其
他
の

皮
革
類
は
漢
口
に
て
外
商
の
手
に
よ
り
、
欧
米
輸
出
直
接
取
引
が

行
は
れ
て
居
る
。
而
し
て
漢
口
に
於
け
る
外
商
の
買
附
は
一
に
コ

ン
プ
ラ
ド
ル
の
手
に
よ
る
を
以
て
、
排
日
問
題
起
り
経
済
断
交
を

宣
言
せ
る
当
時
よ
り
、
漢
口
に
於
け
る
外
商
皮
革
取
扱
店
コ
ン
プ

ラ
ド
ル
は
其
皮
革
取
扱
上
の
利
益
を
壟
断
せ
ん
と
し
、
同
地
皮
革

取
扱
者
を
し
て
絶
対
に
日
本
人
に
取
引
を
拒
絶
せ
し
む
る
為
め
同

地
に
て
原
料
買
附
不
能
と
成
り
、
不
得
止
、
上
海
に
て
支
那
商
よ

り
原
料
を
仕
入
れ
る
の
外
な
き
も
、
相
場
は
一
々
漢
口
外
商
コ
ン

プ
ラ
ド
ル
に
よ
り
左
右
せ
ら
れ
、
法
外
の
高
値
を
忍
ば
ざ
る
不
利

な
る
立
場
に
陥
つ
て
居
る
。
…
…
〔
中
華
と
江
南
が
〕
排
日
の
為

に
最
も
緊
要
な
る
原
料
仕
入
上
う
け
つ
ゝ
あ
る
不
利
不
便
は
実
に

致
命
的
で
あ
る
」。

こ
こ
で
は
、
欧
米
向
け
の
生
皮
輸
出
に
携
わ
る
商
人
の
動
き
が

注
目
さ
れ
る
。
第
一
次
大
戦
期
に
刊
行
さ
れ
た
調
査
資
料
に
よ
れ

ば
、
牛
皮
が
漢
口
の
重
要
輸
出
品
の
一
つ
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
商

人
の
取
扱
高
が
最
も
多
く
全
体
の
約
半
分
を
占
め
、
フ
ラ
ン
ス
、

イ
タ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
の
商
人
の
取
扱
高
は
ほ
ぼ
同
数
で

あ
っ
た
（
５４
）
。
そ
し
て
一
九
二
三
年
に
漢
口
で
の
排
日
運
動
が
始
ま
る

と
、「
従
来
当
地
欧
米
輸
出
商
店
と
関
係
せ
る
問
屋
は
…
…
此
期

に
乗
じ
自
己
商
標
を
拡
張
せ
ん
と
し
、
又
外
人
筋
に
於
て
も
相
場

の
適
当
と
排
貨
利
用
の
意
味
と
に
て
一
般
に
買
進
に
出
」
た
が
、

同
年
九
月
の
「
日
本
の
〔
関
東
大
〕
震
災
〔
に
よ
る
皮
革
需
要
増

加
〕
の
影
響
を
受
け
直
接
間
接
牛
革
雑
穀
〔
の
〕
市
価
〔
が
〕
伸

び
、
大
い
に
叩
い
て
買
付
け
ん
と
目
論
見
し
支
那
問
屋
の
思
惑
は

外
れ
…
…
彼
等
は
排
日
提
唱
に
因
り
日
本
商
の
買
付
を
防
止
し
幾

分
に
て
も
相
場
を
押
へ
ん
と
考
へ
つ
ゝ
あ
（
５５
）
」
っ
た
。
関
東
大
震
災

は
、
対
日
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
軽
減
の
一
因
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
が
（
５６
）
、

生
皮
取
引
で
は
、「
排
日
」
を
促
す
方
向
に
作
用
し
た
こ
と
が
見

て
と
れ
る
。

三
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば
か
ら
一
九
三
〇
年
代
の
江
南

製
革
と
中
華
皮
革

一
九
二
〇
年
代
半
ば
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
、
両
社
は
と
も

に
中
国
の
政
治
的
混
乱
、
ス
ト
ラ
イ
キ
、
排
日
運
動
な
ど
に
直
面

し
な
が
ら
経
営
を
展
開
さ
せ
て
い
っ
た
。
し
か
し
両
者
の
経
営
状

史
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況
の
推
移
に
は
少
な
か
ら
ぬ
違
い
が
あ
っ
た
。
以
下
、
江
南
製
革

と
中
華
皮
革
の
順
に
動
向
を
整
理
す
る
。

（
一
）
江
南
製
革

日
本
皮
革
株
式
会
社
の
社
史
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば

の
江
南
製
革
は
、「
地
方
戦
争
、
ス
ト
ラ
イ
キ
、
排
外
貨
等
の
影

響
を
う
け
、
工
場
経
営
も
順
調
に
至
ら
ず
」
と
い
う
状
況
に
あ
っ

た
（
５７
）。
つ
ま
り
こ
の
時
期
は
「
浙
江
戦
争
（
筆
者
注
�
一
九
二
四
年

九
―
一
〇
月
の
江
浙
戦
争
。
直
隷
派
系
の
孫
伝
芳
ら
江
蘇
、
福
建

等
の
連
合
軍
と
安
徽
派
系
の
盧
永
祥
ら
浙
江
軍
と
の
軍
事
衝
突
）

が
あ
り
、
ま
た
上
海
地
区
各
工
場
の
ス
ト
ラ
イ
キ
蜂
起
し
、
遂
に

大
正
十
四
年
（
筆
者
注
�
一
九
二
五
年
）
四
月
、
日
本
反
対
の
大

ス
ト
ラ
イ
キ
と
な
」
っ
た
。「
こ
の
た
め
上
海
工
場
も
約
一
ヶ
月

の
製
造
停
止
の
や
む
な
き
に
至
り
、
皮
も
石
灰
中
に
一
ヵ
月
余

有
」
る
と
い
う
状
況
に
な
り
、
職
員
は
毎
日
そ
の
手
入
れ
に
悩
ま

さ
れ
た
。
ま
た
同
年
の
「
六
月
壹
日
ヨ
リ
八
月
ニ
渉
リ
排
外
的
紛

騒
ノ
為
メ
三
ヶ
月
間
工
場
閉
鎖
」
と
い
う
事
態
も
生
じ
た
（
５８
）
。
こ
の

「
排
外
的
紛
騒
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
五
・
三
〇
事
件
を
契
機
と
し

て
起
き
た
ス
ト
ラ
イ
キ
で
あ
り
、
操
業
が
再
開
さ
れ
た
の
は
九
月

四
日
で
あ
っ
た
（
５９
）
。

一
九
二
六
年
以
降
、
工
場
の
経
営
状
況
は
や
や
改
善
さ
れ
た
よ

う
で
あ
る
。
例
え
ば
一
九
二
六
年
四
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
日

本
内
地
に
お
い
て
日
本
皮
革
株
式
会
社
製
造
の
皮
革
に
対
す
る
需

要
は
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
も
の
の
、「
唯
上
海
工
場
は
支
那
内
乱

の
た
め
、
軍
需
革
具
の
需
要
を
増
加
し
、
相
当
の
成
績
を
挙
げ
得

た
る
に
よ
り
、〔
日
本
〕
内
地
市
場
の
不
況
に
も
拘
ら
ず
」、
日
本

皮
革
株
式
会
社
は
三
六
万
円
の
純
益
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
（
６０
）
。

ま
た
一
九
二
七
年
の
四
月
か
ら
九
月
に
お
け
る
日
本
皮
革
株
式
会

社
の
営
業
報
告
に
は
「
上
海
工
場
ニ
ア
リ
テ
ハ
時
々
日
貨
排
斥
ノ

難
ニ
遭
遇
セ
シ
モ
幸
ニ
相
当
ノ
成
績
ヲ
挙
ケ
得
タ
リ
（
６１
）
」
と
あ
る
。

さ
ら
に
日
本
皮
革
株
式
会
社
の
社
史
に
は
、「〔
一
九
二
七
年
の
〕

国
民
政
府
樹
立
後
、
上
海
に
お
い
て
も
国
民
政
府
の
市
政
府
が
で

き
、
租
界
内
は
工
部
局
の
行
政
、
治
安
維
持
と
相
俟
ち
支
那
地
の

治
安
も
漸
く
復
元
、
工
場
の
作
業
も
こ
れ
に
伴
い
次
第
に
恢
復
し

て
き
た
（
６２
）
」
と
あ
る
。

一
九
二
九
年
末
か
ら
は
、
上
海
に
お
け
る
底
革
の
売
れ
行
き
が

活
発
に
な
り
、「
江
南
底
皮
（
江
南
製
革
廠
製
の
底
革
）
の
名
声

〔
が
〕
次
第
に
あ
が
り
」、
一
九
三
〇
年
に
は
底
革
の
増
産
が
決
定

さ
れ
た
（
６３
）
。
そ
し
て
底
革
ロ
ー
ル
を
四
台
か
ら
八
台
に
増
設
、
渋
槽

の
増
設
、
乾
燥
室
の
改
造
、
多
管
式
ボ
イ
ラ
ー
一
基
の
増
設
、
米

国
製
の
フ
レ
ッ
シ
ン
グ
マ
シ
ン
や
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
マ
シ
ン
の
導
入

な
ど
設
備
の
拡
張
が
図
ら
れ
た
（
６４
）
。
さ
ら
に
底
革
増
産
の
た
め
工
場

二
〇
世
紀
前
期
の
上
海
に
お
け
る
日
系
製
革
企
業
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技
師
長
と
し
て
武
本
力
（
６５
）
が
上
海
に
派
遣
さ
れ
た
。
そ
し
て
翌
一
九

三
一
年
春
ご
ろ
か
ら
生
産
が
増
加
し
、
飯
沼
重
治
が
分
析
係
と
し

て
東
京
工
場
か
ら
、
原
皮
買
入
の
た
め
の
専
門
員
と
し
て
大
倉
豊

治
郎
が
、
後
に
大
倉
を
援
助
協
力
す
る
た
め
に
原
料
係
と
し
て
清

水
卓
三
が
そ
れ
ぞ
れ
上
海
に
派
遣
さ
れ
た
。

一
九
二
九
年
か
ら
一
九
三
一
年
に
か
け
て
、
中
国
の
対
外
貿
易

決
済
用
の
通
貨
で
あ
っ
た
銀
元
の
外
国
為
替
レ
ー
ト
が
低
下
し
輸

入
品
価
格
が
上
昇
す
る
中
（
６６
）
、
中
国
国
内
製
品
へ
の
需
要
が
高
ま
っ

た
こ
と
も
一
九
三
〇
年
前
後
の
江
南
製
革
の
活
発
な
経
営
を
後
押

し
し
た
。
日
本
皮
革
株
式
会
社
の
営
業
報
告
書
か
ら
、
こ
れ
に
関

す
る
二
つ
の
記
述
を
紹
介
し
よ
う
。

①
支
那
方
面
ニ
ア
リ
テ
ハ
、
銀
価
ノ
惨
落
ニ
依
リ
輸
入
杜
絶
シ

タ
ル
ト
内
乱
一
時
終
熄
ノ
為
メ
奥
地
取
引
ノ
円
滑
ト
ナ
リ
タ
ル
ニ

ヨ
リ
需
用
ノ
増
加
ヲ
見
ル
ニ
至
リ
シ
ヲ
以
テ
、
之
ニ
順
応
ス
ベ
ク

設
備
ノ
拡
張
ト
製
造
ノ
改
善
ヲ
図
リ
ツ
ゝ
ア
ル
ヲ
以
テ
聊
カ
将
来

ニ
嘱
望
ス
ル
処
ア
ル
ベ
シ
（
６７
）
。

②
支
那
方
面
ニ
至
リ
テ
ハ
銀
価
暴
落
ノ
結
果
輸
入
杜
絶
シ
一
時

多
忙
ヲ
極
メ
シ
…
…
（
６８
）

以
上
の
よ
う
に
生
産
増
加
が
図
ら
れ
る
な
か
、
タ
ン
ニ
ン
を
用

い
て
鞣
し
た
革
に
加
え
ク
ロ
ー
ム
を
用
い
た
底
革
の
製
造
も
行
わ

れ
、「
江
南
製
革
廠
の
青
底
（
ク
ロ
ー
ム
底
）
は
渋
底
（
筆
者

注
�
タ
ン
ニ
ン
を
用
い
て
製
造
し
た
底
革
）
と
共
に
上
海
一
の
好

評
を
博
〔
す
〕」
に
至
っ
た
（
６９
）
。
さ
ら
に
ク
ロ
ー
ム
鞣
し
に
よ
る
ボ

ッ
ク
ス
仕
上
げ
の
甲
革
製
造
が
計
画
さ
れ
、
一
九
三
一
年
初
め
に

山
田
一
生
と
山
田
乙
吉
、
さ
ら
に
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
マ
シ
ン
の
指
導

者
と
し
て
本
社
か
ら
田
中
留
吉
が
そ
れ
ぞ
れ
上
海
に
派
遣
さ
れ
た
（
７０
）
。

し
か
し
甲
革
が
「
漸
く
試
作
の
製
品
と
な
っ
た
頃
か
ら
上
海
地
区

に
ま
た
ま
た
抗
日
、
排
日
貨
の
声
�
り
」、
一
九
三
一
年
九
月
の

満
洲
事
変
後
は
そ
れ
が
激
し
く
な
り
、「
華
商
も
邦
人
商
社
よ
り

の
購
買
次
第
に
目
立
っ
て
控
目
に
し
て
」
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
一
九
三
二
年
に
は
上
海
事
変
が
発
生
し
、
社
員
の
工
場
へ

の
出
勤
が
約
一
ヶ
月
間
不
可
能
と
な
っ
た
。
工
場
の
所
在
地
が

「〔
戦
闘
の
〕
中
心
地
点
ヲ
逸
シ
タ
ル
為
メ
兵
火
ノ
難
ヲ
免
カ
レ
損

害
モ
軽
微
ニ
止
マ
」
っ
た
が
（
７１
）
、
一
九
三
二
年
一
一
月
に
製
造
担
当

者
を
全
員
、
日
本
へ
帰
任
さ
せ
た
（
７２
）
。

た
だ
一
九
三
四
年
に
入
る
と
「
排
日
ノ
傾
向
近
時
大
ニ
緩
和
ノ

形
勢
ニ
ア
ル
（
７３
）
」
と
の
判
断
に
よ
り
、
同
年
一
一
月
か
ら
の
再
開
が

決
定
し
た
（
７４
）
。
江
南
製
革
の
再
開
は
、
江
南
製
革
と
取
引
関
係
を
も

っ
て
き
た
中
国
商
も
望
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
三
二
年
に

江
南
製
革
が
製
造
を
停
止
し
て
以
降
、
米
国
籍
の
製
革
工
場
で
あ

る
上
海
皮
廠
（ShanghaiLeather

C
o.

）
が
米
国
人
技
師
は
じ

め
複
数
の
外
国
人
を
雇
用
し
て
底
革
の
増
産
を
試
み
た
こ
と
に
よ

史
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り
、「
良
品
は
ほ
と
ん
ど
独
占
の
域
に
達
し
」、
販
売
価
格
も
上
昇

傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
動
き
に
対
し
江
南
製
革
と
取
引
関
係

が
あ
っ
た
中
国
商
は
不
満
を
持
っ
て
い
た
。
操
業
再
開
後
、
江
南

製
革
は
ま
ず
操
業
停
止
前
の
在
庫
を
処
理
し
、
一
九
三
五
年
七
月

頃
か
ら
、
操
業
再
開
後
に
仕
入
れ
た
原
皮
を
用
い
た
底
革
の
出
荷

販
売
を
始
め
る
と
、
価
格
は
「
上
海
皮
廠
の
も
の
を
上
廻
り
、
品

質
の
点
に
お
い
て
も
…
…
好
評
を
博
す
る
に
至
り
、
経
営
も
利
益

を
出
す
に
至
」
っ
た
。

し
か
し
一
九
三
七
年
七
月
の
盧
溝
橋
事
件
勃
発
を
契
機
に
「
日

貨
排
斥
は
俄
然
表
面
化
し
」、
工
場
運
営
は
難
し
い
状
況
に
追
い

込
ま
れ
た
（
７５
）
。
一
九
三
七
年
八
月
一
三
日
に
上
海
で
日
中
両
軍
が
衝

突
し
た
第
二
次
上
海
事
変
か
ら
一
週
間
余
り
が
経
っ
た
八
月
二
二

日
、
江
南
製
革
の
社
員
は
船
で
日
本
へ
避
難
し
た
。
戦
争
が
激
化

す
る
中
、
工
場
は
一
九
三
七
年
十
月
末
に
崩
壊
し
た
と
推
測
さ
れ

る
。
同
年
十
一
月
初
旬
に
社
員
が
工
場
を
訪
れ
た
と
き
、
工
場
は

一
部
の
施
設
と
原
料
倉
庫
を
残
し
焼
失
全
壊
し
て
い
た
。

（
二
）
中
華
皮
革

一
九
二
〇
年
代
半
ば
に
中
華
皮
革
が
ま
ず
直
面
し
た
問
題
は
、

一
九
二
五
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
と
そ
の
解
決
で
あ
っ
た
。
中
華
企
業

株
式
会
社
の
『
第
一
一
回
営
業
報
告
書
（
一
九
二
五
年
三
月
一
日

―
同
年
八
月
三
一
日
）』
は
、「
当
廠
ニ
於
テ
ハ
平
素
職
工
ト
ノ
感

情
融
和
セ
ル
為
メ
、
一
般
ノ
罷
工
後
十
余
日
間
作
業
ヲ
継
続
シ
仕

掛
中
ノ
物
品
ニ
ハ
何
等
被
害
ヲ
蒙
ラ
ス
休
業
ノ
準
備
ヲ
完
成
シ
相

互
協
議
ノ
上
一
時
操
業
ヲ
停
止
シ
、
市
場
ノ
稍
々
安
定
ヲ
見
ル
ニ

及
ヒ
他
ニ
先
ン
ジ
テ
事
業
ヲ
開
始
ス
ル
ヲ
得
」、
そ
れ
は
「
不
幸

中
ノ
幸
ト
云
フ
ヲ
得
ヘ
シ
」
と
述
べ
た
上
で
、「
今
回
ノ
時
局
ニ

鑑
ミ
外
貨
排
斥
、
国
貨
提
唱
ノ
将
来
ヲ
察
シ
皮
革
廠
従
来
ノ
組
織

ヲ
以
テ
之
ニ
対
ス
ル
コ
ト
ハ
適
当
ナ
ラ
ス
ト
信
ジ
、
対
職
工
、
対

販
路
、
其
他
ニ
於
テ
各
種
ノ
新
計
画
ヲ
樹
立
シ
組
織
ノ
改
革
ヲ
試

マ

マ

ミ
一
面
技
術
部
ノ
改
善
ニ
一
段
ノ
工
風
ヲ
加
ヘ
タ
ル
ヲ
以
テ
将
来

相
当
ノ
成
績
ヲ
挙
ク
可
キ
ヲ
確
信
ス
」
と
総
括
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
後
、
中
華
皮
革
の
経
営
が
「
相
当
ノ
成
績
ヲ
挙
」

げ
る
の
は
困
難
な
状
況
が
続
い
た
。
中
華
企
業
株
式
会
社
の
『
第

一
二
回
営
業
報
告
書
（
一
九
二
五
年
九
月
一
日
―
一
九
二
六
年
二

月
二
八
日
）』
と
『
第
一
三
回
営
業
報
告
書
（
一
九
二
六
年
三
月

一
日
―
同
年
八
月
三
一
日
）』
は
と
も
に
、
経
営
に
対
す
る
中
国

の
政
治
的
混
乱
の
影
響
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
支
那
政

局
ニ
再
ビ
安
定
ヲ
欠
キ
群
雄
割
拠
ノ
状
ヲ
呈
シ
タ
ル
結
果
、
交
通

杜
絶
等
ノ
タ
メ
原
料
買
付
並
ニ
製
品
販
路
ニ
影
響
ス
ル
処
尠
ナ
カ

ラ
ス
予
期
ノ
成
績
ヲ
挙
ケ
得
サ
リ
」（
第
一
二
回
）、「
中
華
皮
革

廠
ノ
事
業
ハ
一
般
財
界
ノ
不
振
ニ
加
フ
ル
ニ
各
地
戦
乱
ノ
影
響
ヲ

二
〇
世
紀
前
期
の
上
海
に
お
け
る
日
系
製
革
企
業

四
三
（
四
三
）



蒙
リ
、
原
料
ノ
買
付
及
製
品
ノ
販
売
上
不
尠
打
撃
ヲ
受
ケ
、
惹
イ

テ
所
期
ノ
収
益
ヲ
見
ル
能
ハ
サ
リ
シ
」（
第
一
三
回
）。

こ
れ
ら
二
つ
の
営
業
報
告
書
に
は
、「
期
半
ヨ
リ
組
織
ノ
改
善

ト
共
ニ
原
料
買
付
方
針
及
製
品
販
売
方
法
ニ
関
シ
適
切
ナ
ル
改
革

ヲ
施
シ
、
着
々
其
実
ヲ
挙
ケ
来
リ
、
最
近
ニ
於
テ
需
要
頓
ニ
激
増

ノ
趨
勢
ヲ
現
ハ
シ
来
レ
ル
ニ
ヨ
リ
漸
次
増
産
ノ
域
ニ
達
シ
ツ
ゝ
ア

リ
」（
第
一
二
回
）、
あ
る
い
は
「
前
期
来
進
メ
来
レ
ル
経
営
ノ
刷

新
ハ
着
々
実
現
シ
テ
工
場
ハ
逐
日
整
備
シ
、
製
品
亦
漸
ヲ
逐
フ
テ

改
善
セ
ラ
レ
ツ
ゝ
ア
ル
」（
第
一
三
回
）
と
い
っ
た
表
現
が
あ
る

も
の
の
、
一
九
二
五
年
九
月
か
ら
一
九
二
六
年
八
月
に
か
け
て
、

中
華
皮
革
の
利
益
は
減
少
し
て
い
っ
た
（
付
表
）。
そ
し
て
一
九

二
六
年
九
月
か
ら
翌
一
九
二
七
年
二
月
に
か
け
て
、
中
華
皮
革
は

損
失
を
出
す
に
至
っ
た
。
中
華
企
業
株
式
会
社
の
『
第
一
四
回
営

業
報
告
書
（
一
九
二
六
年
九
月
一
日
―
一
九
二
七
年
二
月
二
八

日
）』
は
、「
皮
革
廠
ノ
事
業
ハ
今
期
ニ
於
テ
モ
戦
乱
ノ
打
撃
ニ
ヨ

リ
原
料
買
付
製
品
販
売
共
ニ
多
大
ノ
不
利
ヲ
蒙
リ
、
加
フ
ル
ニ
一

般
ノ
不
況
ハ
経
営
上
一
層
ノ
困
難
ヲ
極
メ
タ
ル
ヲ
以
テ
工
場
能
率

ノ
充
実
ヲ
計
ル
能
ハ
ス
遂
ニ
業
績
不
良
ノ
儘
経
過
セ
リ
」
と
総
括

し
た
。
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
戦
乱
ノ
打
撃
」
の
う
ち
、
原
料

購
入
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、「
日
華
企
業
の
近
況
」（『
東
洋
皮
革

【付表】中華皮革廠の収益と損失（１９１９
年�１９３２年） （単位：円）

金 額

１４２，４１９
２１６，７８４
１７５，５３２
１５５，７７９
９８，８１７
６１，５３５
１１，６７２
１６，６４４
４０，１０６
１８，４５６
１４，９３９
１４，９１０
８，０３１

▼２２，１１２
▼１８，７４８
１７，１７３
▼１，０５０
▼１８，７１２
▼２，３７１
▼３，８３８
▼１８，５７１
▼２１，５２７
▼１１，１９２
▼４４，６８３

（典拠）中華企業株式会社『営業報告書』（第１回－第
２４回，１９１９年－１９３２年）の「損益計算書」。

（注）「銭」の数値は四捨五入した。
▼は損失を表す。

期 間

１９１９年１１月１７日―１９２０年８月３１日
１９２０年９月１日―１９２１年２月２８日
１９２１年３月１日―１９２１年８月３１日
１９２１年９月１日―１９２２年２月２８日
１９２２年３月１日―１９２２年８月３１日
１９２２年９月１日―１９２３年２月２８日
１９２３年３月１日―１９２３年８月３１日
１９２３年９月１日―１９２４年２月２９日
１９２４年３月１日―１９２４年８月３１日
１９２４年９月１日―１９２５年２月２８日
１９２５年３月１日―１９２５年８月３１日
１９２５年９月１日―１９２６年２月２８日
１９２６年３月１日―１９２６年８月３１日
１９２６年９月１日―１９２７年２月２８日
１９２７年３月１日―１９２７年８月３１日
１９２７年９月１日―１９２８年２月２９日
１９２８年３月１日―１９２８年８月３１日
１９２８年９月１日―１９２９年２月２８日
１９２９年３月１日―１９２９年８月３１日
１９２９年９月１日―１９３０年２月２８日
１９３０年３月１日―１９３０年８月３１日
１９３０年９月１日―１９３１年２月２８日
１９３１年３月１日―１９３１年８月３１日
１９３１年９月１日―１９３２年２月２９日

史

学

第
七
九
巻

第
一
・
二
号

四
四
（
四
四
）



新
誌
』
二
三
年
二
七
三
号
、
一
九
二
七
年
）
が
詳
細
に
次
の
よ
う

に
論
じ
て
い
る
。

偶
々
動
乱
が
起
つ
た
の
で
原
料
入
手
の
困
難
か
ら
〔
中
華
皮

革
は
〕
一
層
困
る
や
う
に
な
つ
た
。
同
社
は
従
来
原
料
牛
皮

を
漢
口
奥
地
か
ら
購
入
し
て
ゐ
た
が
、
昨
年
来
漢
口
奥
地
に

於
て
は
、
原
料
の
買
付
が
困
難
と
な
り
、
更
に
近
時
に
な
る

と
動
乱
が
漢
口
に
ま
で
波
及
し
、
商
取
引
が
杜
絶
す
る
に
至

つ
た
。
と
云
つ
て
工
場
を
閉
鎖
す
る
訳
に
も
行
か
な
い
の
で

応
急
策
と
し
て
作
業
を
縮
少
し
、
最
近
で
は
一
日
五
、
六
十

枚
の
製
造
し
か
行
つ
て
ゐ
な
い
。
そ
れ
で
も
価
高
い
青
島
牛

皮
を
買
は
な
け
れ
ば
間
に
合
は
な
い
。
即
ち
動
乱
以
来
高
い

原
料
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
上
作
業
の
縮
少
に
よ
る
生

産
費
の
膨
張
に
よ
つ
て
二
重
の
打
撃
を
受
け
て
ゐ
る
…
…
。

一
九
二
七
年
に
入
る
と
、
政
治
的
混
乱
の
影
響
に
加
え
、
日
貨

排
斥
に
よ
る
経
営
不
振
が
顕
著
に
な
っ
た
。
営
業
報
告
書
か
ら
例

を
二
つ
紹
介
し
よ
う
。

①
中
華
皮
革
廠
ノ
事
業
ハ
、
連
年
戦
乱
ノ
打
撃
ヲ
受
ケ
業
況
思

ハ
シ
カ
ラ
ズ
、
殊
ニ
今
期
ニ
在
リ
テ
ハ
原
料
ノ
異
常
ノ
暴
騰
ヲ
来

シ
、
加
フ
ル
ニ
製
品
ハ
日
貨
排
斥
ノ
余
波
ヲ
被
リ
販
路
杜
絶
ノ
厄

ニ
遭
ヒ
遂
ニ
期
半
以
来
新
規
原
料
ノ
仕
込
ヲ
中
止
ス
ル
ノ
止
ム
ヲ

得
ザ
ル
ニ
至
リ
、
経
営
困
難
ヲ
極
メ
成
績
不
良
ノ
儘
今
期
ヲ
終
レ

リ
（
７６
）。②

中
華
皮
革
廠
ノ
事
業
ハ
、
…
…
累
年
戦
乱
ノ
打
撃
ニ
ヨ
リ
原

料
ノ
買
付
及
製
品
ノ
販
売
共
甚
大
ノ
不
利
ヲ
蒙
リ
業
績
不
良
ノ

マ
ゝ
推
移
シ
来
レ
ル
ガ
、
特
ニ
今
期
ニ
ア
リ
テ
ハ
猛
烈
ナ
ル
日
貨

排
斥
ノ
厄
ニ
遭
ヒ
原
料
仕
込
ノ
中
止
ヲ
継
続
ス
ル
ノ
止
ム
ヲ
得
サ

ル
ニ
至
リ
、
経
営
上
多
大
ナ
ル
損
害
ヲ
受
ケ
業
況
著
シ
ク
不
良
ニ

陥
リ
タ
ル
…
…
（
７７
）

先
述
の
よ
う
に
、
一
九
二
〇
年
代
末
の
銀
価
下
落
は
江
南
製
革

に
「
多
忙
」
を
も
た
ら
し
た
が
、
中
華
皮
革
の
経
営
を
好
転
さ
せ

る
要
因
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
中
華
企
業
株
式
会
社
の
『
第
二
〇

回
営
業
報
告
書
（
一
九
二
九
年
九
月
一
日
―
一
九
三
〇
年
二
月
二

八
日
）』
に
は
、「
今
期
ニ
於
テ
ハ
銀
暴
落
ノ
間
接
的
影
響
甚
大
ヲ

極
メ
経
営
上
ノ
支
障
少
ナ
カ
ラ
ス
」、『
第
二
一
回
営
業
報
告
書

（
一
九
三
〇
年
三
月
一
日
―
同
年
八
月
三
一
日
）』
に
は
、「
前
期

来
銀
価
惨
落
ノ
余
波
ヲ
蒙
リ
一
層
ノ
困
難
ニ
陥
リ
経
営
上
ノ
不
利

少
ナ
カ
ラ
ス
」
と
あ
る
。「
銀
暴
落
ノ
間
接
的
影
響
」「
銀
価
惨
落

ノ
余
波
」
の
具
体
的
内
容
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
銀
価
下

落
に
よ
る
輸
入
皮
革
品
の
価
格
上
昇
を
機
に
積
極
的
経
営
に
取
り

組
ん
だ
江
南
製
革
と
の
競
争
で
不
利
な
立
場
に
立
た
さ
れ
た
こ
と

や
、
中
国
国
外
か
ら
輸
入
す
る
タ
ン
ニ
ン
原
料
の
価
格
が
上
昇
し

た
こ
と
な
ど
を
示
し
て
い
る
と
想
像
す
る
に
止
ま
ら
ざ
る
を
得
な

二
〇
世
紀
前
期
の
上
海
に
お
け
る
日
系
製
革
企
業

四
五
（
四
五
）



い
が
、
中
華
皮
革
は
江
南
製
革
と
は
対
照
的
に
、
銀
価
の
下
落
を

経
営
の
好
転
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

一
九
二
〇
年
代
半
ば
以
降
、
中
華
皮
革
が
江
南
製
革
に
比
べ
て

低
迷
ぶ
り
が
顕
著
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
要
因
の
一

つ
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば
以
前
か
ら
経
営
の

あ
り
方
に
問
題
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
克
服
し
え
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
中
華
企
業
株
式
会
社
の
一
九
二
五
年
九
月

一
日
か
ら
一
九
二
六
年
二
月
二
八
日
ま
で
の
営
業
報
告
に
よ
れ
ば
、

こ
の
期
間
の
中
華
皮
革
廠
の
仮
勘
定
は
約
一
万
八
〇
〇
〇
円
で
あ

り
、
こ
れ
に
先
立
つ
半
年
間
（
一
九
二
五
年
三
月
一
日
―
八
月
三

一
日
）
の
約
二
二
万
三
〇
〇
〇
円
に
比
べ
大
き
く
減
少
し
た
（
７８
）
。
こ

れ
に
つ
い
て
「
中
華
企
業
の
近
況
」（『
東
洋
皮
革
新
誌
』
二
二
年

二
六
一
号
、
一
九
二
六
年
）
は
、「
改
善
の
第
一
歩
に
這
入
つ
た

が
過
去
に
於
け
る
経
営
が
放
漫
で
あ
つ
た
丈
け
尚
ほ
整
理
を
要
す

る
も
の
が
尠
く
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
中
華
皮
革
が
一

定
の
収
益
を
あ
げ
て
い
た
一
九
二
〇
年
代
前
期
か
ら
、
す
で
に
経

営
の
中
に
放
漫
と
見
な
し
う
る
要
素
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

で
は
、
な
ぜ
開
業
間
も
な
い
一
九
二
〇
年
代
前
期
か
ら
経
営
が

放
漫
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
母
体
で

あ
る
中
華
企
業
株
式
会
社
の
経
営
に
中
華
皮
革
が
占
め
る
位
置
や
、

中
華
企
業
株
式
会
社
の
経
営
の
動
向
が
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
中
華
企
業
株
式
会
社
の
主
要
事
業
に

は
取
引
所
へ
の
投
資
や
土
地
経
営
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
た
。
特
に

上
海
取
引
所
に
は
「
主
力
を
傾
注
し
」
て
お
り
「
皮
革
事
業
は
そ

の
一
部
に
過
ぎ
〔
ず
〕
（
７９
）
」、「
兼
営
事
業
と
も
云
う
可
き
（
８０
）
」
位
置
に

あ
っ
た
。
一
九
二
一
年
九
月
一
日
か
ら
一
九
二
二
年
二
月
二
八
日

に
お
い
て
中
華
皮
革
が
あ
げ
た
収
益
一
五
万
五
八
〇
〇
円
は
、
同

期
の
中
華
企
業
株
式
会
社
の
収
益
六
七
万
一
三
〇
〇
円
の
約
二
三

パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
中
華
企
業
株
式
会
社

が
「
主
力
を
傾
注
し
た
」
上
海
取
引
所
は
、
一
九
二
二
年
上
期
以

来
「
極
度
の
不
成
績
に
陥
〔
り
〕」、
こ
の
た
め
に
会
社
全
体
の

「
成
績
が
滅
切
り
悪
く
な
〔
り
〕
…
…
八
、
九
期
間
も
引
続
き
無

配
当
を
余
儀
な
く
さ
れ
（
８１
）
」
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
の

も
と
で
、
兼
営
事
業
的
な
位
置
に
あ
っ
た
皮
革
事
業
を
取
り
巻
く

激
し
い
環
境
の
変
化
に
対
応
し
う
る
体
勢
を
整
え
る
こ
と
は
難
し

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

一
九
二
〇
年
代
半
ば
か
ら
経
営
の
改
善
を
果
た
せ
な
か
っ
た
中

華
皮
革
は
、
一
九
三
〇
年
代
初
頭
に
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
た
。
中

華
企
業
株
式
会
社
の
『
第
二
四
回
営
業
報
告
書
（
一
九
三
一
年
九

月
一
日
―
一
九
三
二
年
二
月
二
九
日
）』
は
、
中
華
皮
革
の
閉
鎖

を
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。「
直
営
工
場
タ
ル
上
海
中
華
皮

史

学

第
七
九
巻
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革
廠
ハ
累
年
損
失
踏
襲
ノ
堪
エ
難
キ
ト
満
洲
事
変
ニ
伴
フ
同
地
排

日
気
勢
ノ
俄
ニ
終
熄
シ
難
キ
ト
ニ
鑑
ミ
、
期
初
断
然
工
場
閉
鎖
ヲ

敢
行
シ
内
外
ノ
整
理
ニ
力
メ
、
只
管
事
業
再
開
ノ
期
節
到
来
ヲ
待

ツ
事
ト
セ
リ
」。
こ
の
期
間
の
中
華
皮
革
の
損
失
は
過
去
最
大
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
報
告
書
を
も
っ
て
、
中
華
企
業
株
式
会
社

の
損
益
計
算
書
か
ら
、
中
華
皮
革
の
収
益
と
損
失
の
記
載
は
姿
を

消
し
た
の
で
あ
っ
た
。

四
、
お
わ
り
に

冒
頭
「
一
、
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
近
代
上
海
の
日

系
製
革
企
業
を
主
題
と
し
た
先
行
研
究
は
、
日
系
企
業
の
〈
強
靭

性
〉
や
中
国
資
本
企
業
に
対
す
る
〈
優
位
性
〉
を
強
調
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
特
定
の
時
点
に
お
け
る
資
本
額
や
生
産
量
と
い
っ
た
指

標
に
基
づ
く
評
価
と
し
て
妥
当
な
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
江
南
製

革
・
中
華
皮
革
と
い
う
二
つ
の
企
業
の
変
化
を
跡
づ
け
る
こ
と
を

重
視
し
た
本
稿
を
通
し
て
見
え
て
き
た
次
の
二
つ
の
点
も
、
近
代

上
海
に
お
け
る
日
系
製
革
企
業
の
発
展
の
特
徴
と
し
て
確
認
さ
れ

て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
一
つ
は
、
日
系
製
革
企
業

の
経
営
は
〈
強
靭
性
〉
や
〈
優
位
性
〉
を
有
し
つ
つ
も
決
し
て
安

定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
中
国
の
経
済
、
政
治
、
社
会
の
め

ま
ぐ
る
し
い
変
動
に
影
響
を
受
け
、
起
伏
に
富
ん
で
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
江
南
製
革
と
中
華
皮
革
に
は
、
特

定
の
時
点
に
お
け
る
規
模
の
大
き
さ
や
生
産
量
の
多
さ
と
い
っ
た

共
通
点
が
あ
る
も
の
の
、
両
者
の
間
に
は
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば

以
降
の
動
向
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
系
製
革
企
業
と

い
う
共
通
項
で
は
括
り
き
れ
な
い
差
異
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
が
考
察
の
中
心
と
し
た
一
九
一
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年

代
半
ば
の
中
国
に
お
け
る
日
系
企
業
の
経
営
の
実
態
を
、
個
別
産

業
部
門
に
焦
点
を
あ
て
て
明
ら
か
に
し
た
成
果
は
多
数
に
の
ぼ
る
（
８２
）
。

し
か
し
近
代
中
国
を
活
動
の
場
と
し
た
日
系
企
業
が
関
わ
っ
た
産

業
部
門
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
個
々
の
企
業
が
、
中
国
あ
る

い
は
製
品
の
消
費
地
に
お
け
る
経
済
、
政
治
、
社
会
の
変
動
と
ど

の
よ
う
に
相
互
作
用
を
織
り
な
し
な
が
ら
経
営
を
展
開
し
た
の
か

を
整
理
し
、
そ
の
上
で
各
産
業
部
門
に
お
け
る
日
系
企
業
の
位
置

を
明
ら
か
に
す
る
作
業
を
行
う
余
地
は
ま
だ
少
な
か
ら
ず
残
さ
れ

て
い
る
。
今
後
、
同
一
の
産
業
部
門
に
属
す
る
複
数
の
日
系
企
業

の
発
展
過
程
に
見
出
さ
れ
る
共
通
点
と
相
違
点
に
十
分
留
意
し
な

が
ら
、
そ
の
作
業
を
進
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

註（
１
）
樋
口
弘
『
日
本
の
対
支
投
資
研
究
』（
生
活
社
、
一
九
三
九

年
）
六
〇
二
―
六
〇
三
頁
。

二
〇
世
紀
前
期
の
上
海
に
お
け
る
日
系
製
革
企
業

四
七
（
四
七
）



（
２
）
同
右
書
、
六
一
二
―
六
一
三
頁
。

（
３
）
同
右
書
、
四
八
一
―
四
八
二
頁
。

（
４
）
拙
稿
「
一
九
世
紀
末
―
一
九
三
〇
年
代
初
期
の
上
海
に
お
け
る

製
革
業
」（
金
丸
裕
一
編
『
近
代
中
国
と
企
業
・
文
化
・
国
家
』
ゆ

ま
に
書
房
、
二
〇
〇
九
年
、
所
収
）。

（
５
）
例
え
ば
、
高
村
直
助
『
近
代
日
本
綿
業
と
中
国
』（
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
八
二
年
）、
桑
原
哲
也
『
企
業
国
際
化
の
史
的
分
析

―
戦
前
期
日
本
紡
績
企
業
の
中
国
投
資
―
』（
森
山
書
店
、
一
九
九

〇
年
）。

（
６
）
一
八
三
七
年
、
越
後
国
新
発
田
町
生
ま
れ
。
一
八
五
四
年
に
江

戸
へ
出
て
鰹
節
店
の
店
員
と
な
り
、
一
八
五
七
年
に
乾
物
店
を
、

一
八
六
七
年
に
鉄
砲
店
を
開
く
。
明
治
維
新
後
は
外
国
貿
易
を
扱

う
横
浜
商
会
や
洋
服
裁
縫
店
、
土
木
建
築
業
に
も
業
務
を
拡
大
、

一
八
七
三
年
に
は
大
倉
組
商
会
を
設
立
し
、
大
倉
財
閥
発
展
の
基

盤
を
形
成
し
た
（
大
倉
財
閥
研
究
会
編
『
大
倉
財
閥
の
研
究
―
大

倉
と
大
陸
―
』
近
藤
出
版
社
、
一
九
八
二
年
、
二
一
―
二
九
頁
）。

（
７
）
一
八
四
九
年
、
千
葉
生
ま
れ
。
一
八
九
八
年
か
ら
合
資
会
社
桜

組
の
専
務
理
事
、
一
九
〇
五
年
か
ら
株
式
会
社
桜
組
の
副
社
長
を

務
め
た
（
古
林
亀
次
郎
『
実
業
家
人
名
辞
典
』
東
京
実
業
通
信
社
、

一
九
一
一
年
、
ヲ
一
三
頁
、
ニ
ッ
ピ
八
十
五
年
史
編
集
委
員
会

『
ニ
ッ
ピ
八
十
五
年
史

上
巻
』
株
式
会
社
ニ
ッ
ピ
、
一
九
九
二
年
、

四
八
頁
。
以
下
、
本
書
は
『
ニ
ッ
ピ
八
十
五
年
史
』
と
略
記
）。

（
８
）
一
八
五
七
年
、
山
口
生
ま
れ
。
藤
田
組
東
京
支
店
、
内
外
用
達

会
社
伊
予
松
山
出
張
員
、
大
倉
組
松
山
支
店
長
を
経
て
、
一
八
九

五
年
、
大
倉
組
台
湾
総
支
配
人
と
な
る
。
一
九
一
〇
年
、
東
京
製

皮
合
資
会
社
設
立
。
翌
一
九
一
一
年
に
は
朝
鮮
皮
革
株
式
会
社
の

設
立
に
関
わ
る
。（
武
本
力
『
日
本
の
皮
革
―
そ
の
近
代
化
と
先
覚

者
と
―
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
六
九
年
、
八
四
―
八
七
頁
、

『
ニ
ッ
ピ
八
十
五
年
史
』
四
九
頁
）。

（
９
）
『
ニ
ッ
ピ
八
十
五
年
史
』
六
五
―
六
六
頁
。

（
１０
）
『
ニ
ッ
ピ
八
十
五
年
史
』
六
八
―
七
〇
頁
。

（
１１
）
『
ニ
ッ
ピ
八
十
五
年
史
』
一
二
〇
、
三
八
六
頁
。

（
１２
）
『
ニ
ッ
ピ
八
十
五
年
史
』
三
八
六
頁
。

（
１３
）
同
右
。

（
１４
）
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
フ
は
、
子
牛
革
の
縦
横
両
方
向
に
ロ
ー
ル
処
理

な
ど
で
揉
む
こ
と
に
よ
り
銀
面
に
四
角
の
し
ぼ
を
つ
け
た
も
の
で

あ
る
（
日
本
皮
革
技
術
協
会
・
中
国
皮
革
工
業
協
会
共
編
『
日
英

中
皮
革
用
語
辞
典
』
樹
芸
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
八
八
、
三
三
七

頁
）。

（
１５
）
『
ニ
ッ
ピ
八
十
五
年
史
』
三
八
六
頁
。

（
１６
）
「
欧
洲
戦
乱
と
革
類
及
靴
附
属
品
の
騰
貴
」（『
皮
革
世
界
』
八

年
九
号
、
一
九
一
四
年
）。

（
１７
）
吉
井
與
三
郎
「
支
那
に
於
け
る
新
式
製
革
工
業
」（
神
戸
高
等

商
業
学
校
『
大
正
六
年
夏
期
海
外
旅
行
調
査
報
告
』
一
九
一
八
年
）。

な
お
、
中
国
に
お
け
る
各
種
皮
革
製
品
の
輸
入
量
（
額
）
の
推
移

に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
を
参
照
。

（
１８
）
前
掲
「
支
那
に
於
け
る
新
式
製
革
工
業
」。

（
１９
）
『
ニ
ッ
ピ
八
十
五
年
史
』
三
八
七
頁
。

（
２０
）
外
務
省
通
商
局
『
上
海
事
情
』
一
九
二
四
年
、
一
〇
六
頁
、
許

金
生
『
近
代
上
海
日
資
工
業
史
（
一
八
八
四
―
一
九
三
七
）』（
上

海
、
学
林
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
六
四
頁
。

（
２１
）
『
ニ
ッ
ピ
八
十
五
年
史
』
三
八
七
―
三
八
八
頁
。

史

学

第
七
九
巻
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四
八
）



（
２２
）
日
本
皮
革
株
式
会
社
『
第
二
九
回
営
業
報
告
』
一
九
二
三
年
三

月
三
一
日
、
二
頁
。

（
２３
）
中
華
企
業
株
式
会
社
『
第
一
回
営
業
報
告
書
（
自
一
九
一
九
年

十
一
月
十
七
日
至
一
九
二
〇
年
八
月
三
十
一
日
）』
四
頁
。

（
２４
）
一
八
六
一
年
生
ま
れ
。
一
八
八
五
年
、
東
京
大
学
卒
業
。
外
務

省
御
用
係
、
外
交
官
試
補
、
外
交
官
、
逓
信
大
臣
秘
書
官
参
事
官

を
経
て
、
一
八
九
二
年
、
農
商
務
省
入
り
。
一
九
〇
一
年
、
貴
族

院
議
員
と
な
る
。
以
後
実
業
界
に
入
り
、
日
本
火
災
保
険
株
式
会

社
社
長
、
台
湾
製
糖
株
式
会
社
取
締
役
会
長
な
ど
を
歴
任
（
古
林

亀
次
郎
編
『
実
業
家
人
名
辞
典
』
東
京
実
業
通
信
社
、
一
九
一
一

年
、
フ
二
六
頁
）。

（
２５
）
一
九
二
〇
年
に
お
い
て
、
台
湾
紡
績
、
朝
鮮
無
煙
炭
鉱
両
株
式

会
社
の
取
締
役
も
務
め
て
い
た
（
高
橋
正
信
『
日
本
紳
士
録
（
第

二
十
五
版
）』
交
詢
社
、
一
九
二
〇
年
、
東
京
下
二
十
二
頁
）。

（
２６
）
一
八
六
七
年
、
岡
山
生
ま
れ
。
一
八
八
五
年
、
大
学
予
備
門
に

入
学
。
公
立
中
学
校
教
師
を
経
て
、
一
八
九
九
年
、
大
東
汽
船
に

入
社
し
、
庶
務
課
長
、
上
海
支
店
長
を
歴
任
。
一
九
一
〇
年
、
日

清
汽
船
会
社
設
立
後
、
同
社
の
庶
務
課
長
を
務
め
た
（
前
掲
『
実

業
家
人
名
辞
典
』
ヲ
九
頁
）。

（
２７
）
一
八
六
二
年
、
石
川
生
ま
れ
。
金
沢
啓
明
学
校
、
大
阪
英
語
学

校
、
商
船
学
校
で
学
び
、
共
同
運
輸
会
社
入
社
。
一
八
八
三
年
、

三
井
物
産
に
入
社
し
、
ロ
ン
ド
ン
、
大
阪
、
神
戸
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
勤
務
。
一
九
〇
六
年
よ
り
三
井
物
産
理
事
。
ま
た
芝
浦
製
作

所
、
王
子
製
紙
株
式
会
社
取
締
役
を
兼
務
。
一
九
〇
八
年
よ
り
三

井
物
産
常
務
取
締
役
（
前
掲
『
実
業
家
人
名
辞
典
』
イ
五
頁
）。

（
２８
）
一
八
六
四
年
生
ま
れ
。
福
井
出
身
。
京
都
実
業
組
合
聯
合
会
会

長
、
京
都
商
業
会
議
所
副
会
頭
、
京
都
瓦
斯
株
式
会
社
社
長
な
ど

を
務
め
た
（
中
西
利
八
『
昭
和
四
年
版
財
界
人
物
選
集
』
財
界
人

物
選
集
刊
行
会
、
一
九
二
九
年
、
い
二
五
頁
）。

（
２９
）
一
八
七
七
年
、
奈
良
生
ま
れ
。
一
八
九
四
年
、
大
阪
高
等
商
業

学
校
を
卒
業
し
、
日
本
綿
花
株
式
会
社
入
社
。
一
九
一
七
年
、
同

社
社
長
に
就
任
。
東
亜
製
麻
、
大
分
セ
メ
ン
ト
、
日
本
火
災
保
険

な
ど
多
数
の
会
社
で
監
査
役
や
相
談
役
を
務
め
た
ほ
か
、
日
本
工

業
倶
楽
部
監
事
、
日
印
協
会
監
督
理
事
な
ど
も
歴
任
（
前
掲
『
昭

和
四
年
版
財
界
人
物
選
集
』
き
一
七
頁
）。

（
３０
）
一
八
六
三
年
生
ま
れ
。
福
井
出
身
。
神
戸
の
回
漕
店
で
の
勤
務

の
後
独
立
。
後
に
中
華
企
業
株
式
会
社
の
社
長
の
ほ
か
、
海
外
貿

易
株
式
会
社
取
締
役
、
内
国
通
運
株
式
会
社
相
談
役
な
ど
を
務
め

た
（
前
掲
『
昭
和
四
年
版
財
界
人
物
選
集
』
み
一
八
頁
）。

（
３１
）
一
八
五
九
年
生
ま
れ
。
秋
田
出
身
。
一
八
八
六
年
、
東
京
専
門

学
校
卒
業
後
、
報
知
新
聞
記
者
を
経
て
、
名
古
屋
商
業
会
議
所
に

入
り
書
記
長
と
な
る
。
以
後
、
名
古
屋
市
会
議
長
、
名
古
屋
商
業

会
議
所
副
会
頭
を
務
め
る
と
と
も
に
、
名
古
屋
電
燈
株
式
会
社
、

名
古
屋
車
輌
株
式
会
社
、
明
治
銀
行
、
日
清
生
命
保
険
株
式
会
社

な
ど
の
創
設
に
関
わ
っ
た
（
前
掲
『
実
業
家
人
名
辞
典
』
カ
六
四

頁
）。

（
３２
）
一
八
六
六
年
生
ま
れ
。
三
重
出
身
。
生
家
は
三
重
の
大
地
主
と

し
て
巨
万
の
富
を
積
み
、
米
穀
肥
料
を
扱
う
豪
商
と
し
て
広
く
知

ら
れ
て
い
た
。
四
日
市
電
燈
、
三
重
人
造
肥
料
、
四
日
市
倉
庫
の

各
株
式
会
社
社
長
、
四
日
市
銀
行
、
三
重
紡
績
株
式
会
社
の
取
締

役
、
四
日
市
商
業
会
議
所
会
頭
を
務
め
た
（
前
掲
『
実
業
家
人
名

辞
典
』
ク
二
頁
）。

二
〇
世
紀
前
期
の
上
海
に
お
け
る
日
系
製
革
企
業

四
九
（
四
九
）



（
３３
）
一
八
七
二
年
生
ま
れ
。
滋
賀
出
身
。
第
三
高
等
学
校
、
慶
應
義

塾
で
学
ぶ
。
長
浜
銀
行
、
近
江
銀
行
の
頭
取
、
仁
寿
生
命
保
険
会

社
社
長
、
相
談
役
、
下
郷
同
族
株
式
会
社
相
談
役
、
貴
族
院
議
員

な
ど
を
務
め
た
（
前
掲
『
昭
和
四
年
版
財
界
人
物
選
集
』
し
一
〇

頁
）。

（
３４
）
一
八
五
三
年
生
ま
れ
。
京
都
出
身
。
京
都
商
工
会
議
所
、
京
都

陶
器
会
社
、
京
都
織
物
会
社
、
京
都
商
工
銀
行
な
ど
の
創
設
に
関

わ
る
。
ま
た
京
都
火
災
保
険
株
式
会
社
社
長
、
朝
鮮
無
煙
炭
鉱
株

式
会
社
取
締
役
な
ど
も
務
め
た
（
前
掲
『
昭
和
四
年
版
財
界
人
物

選
集
』
は
二
四
頁
）。

（
３５
）
一
八
六
一
年
、
大
分
生
ま
れ
。
一
八
八
四
年
に
慶
應
義
塾
を
卒

業
後
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
渡
り
甲
斐
商
店
で
商
事
の
見
習
い

を
す
る
。
日
本
帰
国
後
、
日
本
郵
船
、
三
井
銀
行
で
勤
め
た
ほ
か
、

鐘
ヶ
淵
紡
績
支
配
人
、
富
士
瓦
斯
紡
績
株
式
会
社
社
長
、
東
洋
製

鉄
株
式
会
社
取
締
役
な
ど
を
務
め
た
（
石
和
田
八
郎
編
輯
『
大
日

本
重
役
大
観
』
東
京
毎
日
新
聞
社
編
纂
局
、
一
九
一
八
年
、
重
役

之
部
一
頁
）。

（
３６
）
前
掲
、
中
華
企
業
株
式
会
社
『
第
一
回
営
業
報
告
書
』
三
頁
。

「
特
種
商
業
機
関
」
と
は
、
一
九
一
〇
年
代
末
以
降
の
中
国
で
設
立

さ
れ
、
株
式
、
棉
花
、
綿
糸
な
ど
の
取
引
を
行
っ
た
「
取
引
所
」

の
こ
と
を
指
す
。
中
華
企
業
は
上
海
取
引
所
や
漢
口
取
引
所
へ
の

投
資
を
事
業
の
柱
の
一
つ
と
し
た
（「
対
支
企
業
熱
の
流
行
と
中
華

企
業
会
社
皮
革
廠
成
績
」『
東
洋
皮
革
新
誌
』
一
八
年
二
〇
九
号
、

一
九
二
二
年
、「
日
華
企
業
の
近
況
」『
東
洋
皮
革
新
誌
』
二
三
年

二
七
三
号
、
一
九
二
七
年
）。
二
〇
世
紀
初
期
の
中
国
に
お
け
る
取

引
所
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
柴
田
善
雅
『
中
国
占
領
地
日
系
企
業

の
活
動
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
八
年
）
三
四
―
三
六
、
四

七
―
四
八
頁
。

（
３７
）
前
掲
、
中
華
企
業
株
式
会
社
『
第
一
回
営
業
報
告
書
』
三
頁
。

（
３８
）
『
上
海
皮
革
行
業
志
』
編
纂
委
員
会
編
・
諸
炳
生
主
編
『
上
海

皮
革
行
業
志
』（
北
京
、
中
国
軽
工
業
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
七

三
頁
。

（
３９
）
「
上
海
に
於
け
る
製
革
業
状
況
」（『
通
商
公
報
』
一
八
二
号
、

一
九
一
五
年
）。

（
４０
）
同
右
。

（
４１
）
一
八
七
二
年
、
武
蔵
国
中
野
町
生
ま
れ
。
日
清
戦
争
に
従
軍
後
、

皮
革
業
界
に
身
を
投
じ
、
日
本
皮
革
株
式
会
社
の
創
設
に
関
わ
り

工
場
長
を
務
め
た
ほ
か
、
韓
国
併
合
に
際
し
朝
鮮
皮
革
株
式
会
社

の
創
設
に
も
関
わ
り
専
務
取
締
役
を
務
め
た
（
前
掲
、
許
書
、
六

五
頁
、
東
方
拓
殖
協
会
『
支
那
在
留
邦
人
興
信
録
』
一
九
二
六
年
、

上
海
・
漢
口
四
四
頁
）。

（
４２
）
前
掲
、
中
華
企
業
株
式
会
社
『
第
一
回
営
業
報
告
書
』
三
頁
。

二
〇
世
紀
前
期
に
お
け
る
上
海
の
製
革
工
場
の
製
品
の
販
路
に
つ

い
て
は
前
掲
拙
稿
を
参
照
。

（
４３
）
中
華
企
業
株
式
会
社
『
第
二
回
営
業
報
告
書
（
一
九
二
〇
年
九

月
一
日
―
一
九
二
一
年
二
月
二
八
日
）』
一
頁
。

（
４４
）
中
華
企
業
株
式
会
社
『
第
三
回
営
業
報
告
書
（
一
九
二
一
年
三

月
一
日
―
同
年
八
月
三
一
日
）』
一
―
二
頁
。

（
４５
）
中
華
企
業
株
式
会
社
『
第
四
回
営
業
報
告
書
（
一
九
二
一
年
九

月
一
日
―
一
九
二
二
年
二
月
二
八
日
）』
一
頁
。

（
４６
）
中
華
企
業
株
式
会
社
『
第
五
回
営
業
報
告
書
（
一
九
二
二
年
三

月
一
日
―
同
年
八
月
三
一
日
）』
一
―
二
頁
。

史

学

第
七
九
巻

第
一
・
二
号

五
〇
（
五
〇
）



（
４７
）
日
本
皮
革
株
式
会
社
『
第
二
九
回
営
業
報
告
』
一
九
二
三
年
三

月
三
一
日
、
二
頁
。

（
４８
）
第
一
次
奉
直
戦
争
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
池
井
優
「
第
一
次
奉

直
戦
争
と
日
本
」（
栗
原
健
編
著
『
対
満
蒙
政
策
史
の
一
面
』
原
書

房
、
一
九
六
六
年
、
所
収
）。

（
４９
）
「
経
済
絶
交
運
動
」
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
菊
池
貴
晴
「
旅

順
・
大
連
回
収
に
関
す
る
対
日
経
済
絶
交
運
動
―
ボ
イ
コ
ッ
ト
運

動
の
新
展
開
―
」（
同
『
増
補

中
国
民
族
運
動
の
基
本
構
造
―
対

外
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
の
研
究
―
』
汲
古
書
院
、
一
九
七
四
年
、
所

収
）、
西
村
成
雄
「
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
中
国
に
お
け
る
民
族
運

動
―
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
「
旅
順
、
大
連
回
収
運
動
」
を
め

ぐ
っ
て
―
」（『
日
本
史
研
究
』
一
五
〇
・
一
五
一
号
、
一
九
七
五

年
）。

（
５０
）
「
日
貨
排
斥
と
皮
革
工
業
」（『
東
洋
皮
革
新
誌
』
二
〇
年
二
三

一
号
、
一
九
二
四
年
）。

（
５１
）
漢
口
に
集
散
す
る
牛
皮
の
生
産
地
や
漢
口
に
お
け
る
牛
皮
取
引

の
具
体
的
な
状
況
に
つ
い
て
は
、「
牛
皮
輸
出
取
引
状
況
（
漢

口
）」（『
日
刊
海
外
商
報
』
二
〇
号
、
一
九
二
五
年
）
を
参
照
。

（
５２
）
前
掲
「
日
貨
排
斥
と
皮
革
工
業
」。

（
５３
）
前
掲
、
西
村
論
文
。

（
５４
）
清
水
芳
次
郎
編
『
最
近
漢
口
貿
易
事
情
』（
漢
口
日
本
人
実
業

協
会
、
一
九
一
七
年
）
四
八
頁
。

（
５５
）
「
漢
口
に
於
け
る
排
日
観
」（『
大
日
本
紡
績
聯
合
会
月
報
』
三

七
五
号
、
一
九
二
三
年
）。

（
５６
）
前
掲
、
菊
池
論
文
。

（
５７
）
特
に
こ
と
わ
り
の
な
い
限
り
、
本
段
落
は
『
ニ
ッ
ピ
八
十
五
年

史
』
三
八
八
頁
、
に
よ
る
。

（
５８
）
日
本
皮
革
株
式
会
社
『
第
三
四
回
営
業
報
告
』
一
九
二
五
年
九

月
三
〇
日
、
三
頁
。

（
５９
）
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
庶
務
部
調
査
課
『
最
近
上
海
に
於
け
る

労
働
運
動
風
潮
』
一
九
二
六
年
、
一
七
、
二
〇
頁
。
な
お
一
九
二

九
年
に
上
海
市
社
会
局
が
行
っ
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
上
海
の
製
革

工
場
全
体
の
労
働
者
数
五
五
四
人
中
、
男
性
労
働
者
が
五
五
二
名

に
の
ぼ
っ
た
（
大
阪
市
役
所
産
業
部
調
査
課
『
改
訂

企
業
地
と

し
て
の
上
海
』
一
九
三
一
年
、
一
三
頁
）。

（
６０
）
「
皮
革
界
は
大
体
不
振
な
る
も
支
那
戦
乱
の
影
響
で
増
益
」

（『
東
洋
皮
革
新
誌
』
二
二
年
二
六
六
号
、
一
九
二
六
年
）。

（
６１
）
日
本
皮
革
株
式
会
社
『
第
三
八
回
営
業
報
告
』
一
九
二
七
年
九

月
三
〇
日
、
三
頁
。

（
６２
）
『
ニ
ッ
ピ
八
十
五
年
史
』
三
八
八
頁
。

（
６３
）
『
ニ
ッ
ピ
八
十
五
年
史
』
三
八
八
、
三
八
九
頁
。
以
下
、
本
段

落
の
内
容
は
同
書
の
三
八
九
頁
に
よ
る
。

（
６４
）
フ
レ
ッ
シ
ン
グ
マ
シ
ン
は
、
皮
の
肉
面
の
皮
下
結
合
組
織
、
脂

肪
、
肉
な
ど
を
削
り
取
る
た
め
に
用
い
る
機
械
で
あ
り
、
セ
ッ
テ

ィ
ン
グ
マ
シ
ン
は
、
湿
潤
状
態
の
革
を
、
皺
な
ど
を
伸
ば
し
て
平

滑
に
す
る
機
械
で
あ
る
（
前
掲
『
日
英
中
皮
革
用
語
辞
典
』
一
九

七
、
三
一
〇
頁
）。

（
６５
）
一
八
九
九
年
、
岡
山
生
ま
れ
。
一
九
二
一
年
、
東
京
高
等
工
業

学
校
応
用
化
学
科
卒
業
。
同
年
、
日
本
皮
革
株
式
会
社
入
社
。
一

九
二
五
年
に
皮
革
研
究
と
皮
革
工
場
視
察
の
た
め
イ
ギ
リ
ス
へ
留

学
。
著
書
に
『
日
本
の
皮
革
―
そ
の
近
代
化
と
先
覚
者
と
―
』（
東

洋
経
済
新
報
社
、
一
九
六
九
年
）
が
あ
る
。

二
〇
世
紀
前
期
の
上
海
に
お
け
る
日
系
製
革
企
業

五
一
（
五
一
）



（
６６
）
久
保
亨
『
戦
間
期
中
国
〈
自
立
へ
の
模
索
〉
―
関
税
通
貨
政
策

と
経
済
発
展
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）
一
五
八
頁
。

（
６７
）
日
本
皮
革
株
式
会
社
『
第
四
五
回
営
業
報
告
』
一
九
三
一
年
三

月
三
一
日
、
三
―
四
頁
。

（
６８
）
日
本
皮
革
株
式
会
社
『
第
四
六
回
営
業
報
告
』
一
九
三
一
年
九

月
三
〇
日
、
四
頁
。

（
６９
）
特
に
こ
と
わ
り
の
な
い
限
り
、
本
段
落
は
『
ニ
ッ
ピ
八
十
五
年

史
』
三
九
〇
頁
、
に
よ
る
。

（
７０
）
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
マ
シ
ン
は
、
革
の
厚
さ
を
調
整
す
る
た
め
に
肉

面
を
削
り
落
と
す
機
械
で
あ
る
（
前
掲
『
日
英
中
皮
革
用
語
辞

典
』
一
四
八
頁
）。

（
７１
）
日
本
皮
革
株
式
会
社
『
第
四
七
回
営
業
報
告
』
一
九
三
二
年
三

月
三
〇
日
、
四
頁
。

（
７２
一
九
三
一
年
か
ら
一
九
三
二
年
に
か
け
て
の
排
日
運
動
が
、
上
海

の
日
系
資
本
工
場
全
体
の
操
業
に
も
た
ら
し
た
深
刻
な
影
響
に
つ

い
て
は
、
山
村
睦
夫
「
満
州
事
変
期
に
お
け
る
上
海
在
留
日
本
資

本
と
排
日
運
動
（
上
）（
下
）
―
上
海
日
本
商
工
会
議
所
を
中
心
に

―
」（『
和
光
経
済
』
二
〇
巻
二
号
、
三
号
、
一
九
八
八
年
）、
ま
た

近
代
中
国
の
排
日
運
動
が
上
海
の
日
系
企
業
の
経
営
に
与
え
た
影

響
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
許
書
、
二
七
一
―
二
八
七
頁
、
を
参
照
。

（
７３
）
日
本
皮
革
株
式
会
社
『
第
五
二
回
営
業
報
告
』
一
九
三
四
年
九

月
三
〇
日
、
二
頁
。

（
７４
）
特
に
こ
と
わ
り
の
な
い
限
り
、
本
段
落
は
『
ニ
ッ
ピ
八
十
五
年

史
』
三
九
一
頁
、
に
よ
る
。

（
７５
）
特
に
こ
と
わ
り
の
な
い
限
り
、
本
段
落
は
『
ニ
ッ
ピ
八
十
五
年

史
』
三
九
二
―
三
九
三
頁
、
に
よ
る
。

（
７６
）
中
華
企
業
株
式
会
社
『
第
一
七
回
営
業
報
告
書
（
一
九
二
七
年

三
月
一
日
―
同
年
八
月
三
一
日
）』
一
―
二
頁
。

（
７７
）
中
華
企
業
株
式
会
社
『
第
一
八
回
営
業
報
告
書
（
一
九
二
八
年

九
月
一
日
―
一
九
二
九
年
二
月
一
八
日
）』
一
―
二
頁
。

（
７８
）
中
華
企
業
株
式
会
社
『
第
一
一
回
営
業
報
告
書
（
一
九
二
五
年

三
月
一
日
―
同
年
八
月
三
一
日
）』
七
頁
、
同
『
第
一
二
回
営
業
報

告
書
（
一
九
二
五
年
九
月
一
日
―
一
九
二
六
年
二
月
二
八
日
）』
六

頁
。

（
７９
「
中
華
企
業
の
近
況
」（『
東
洋
皮
革
新
誌
』
二
二
年
二
六
一
号
、

一
九
二
六
年
）。

（
８０
）
「
日
華
企
業
の
近
況
」（『
東
洋
皮
革
新
誌
』
二
三
年
二
七
三
号
、

一
九
二
七
年
）。

（
８１
）
同
右
。

（
８２
）
例
え
ば
、
桜
井
徹
「
南
満
洲
鉄
道
の
経
営
と
財
閥
」（
藤
井
光

男
・
中
瀬
寿
一
・
丸
山
恵
也
・
池
田
正
孝
編
『
日
本
多
国
籍
企
業

の
史
的
展
開
（
上
巻
）』
大
月
書
店
、
一
九
七
九
年
、
所
収
）、
前

掲
、
高
村
書
、
前
掲
、
大
倉
財
閥
研
究
会
編
書
、
杜
恂
誠
『
日
本

在
旧
中
国
的
投
資
』（
上
海
、
上
海
社
会
科
学
院
出
版
社
、
一
九
八

六
年
）、
坂
本
雅
子
「
対
中
国
投
資
機
関
の
特
質
―
東
亜
興
業
、
中

日
実
業
の
活
動
を
中
心
と
し
て
」（
国
家
資
本
輸
出
研
究
会
編
『
日

本
の
資
本
輸
出
―
対
中
国
借
款
の
研
究
』
多
賀
出
版
、
一
九
八
六

年
、
所
収
）、
西
川
博
史
『
日
本
帝
国
主
義
と
綿
業
』（
ミ
ネ
ル
ヴ

ァ
書
房
、
一
九
八
七
年
）、
前
掲
、
桑
原
書
、
金
子
文
夫
『
近
代
日

本
に
お
け
る
対
満
州
投
資
の
研
究
』（
近
藤
出
版
社
、
一
九
九
一

年
）、
陳
慈
玉
『
日
本
在
華
煤
業
投
資
四
十
年
』（
稲
郷
出
版
社
、

二
〇
〇
四
年
）、
庄
維
民
・
劉
大
可
『
日
本
工
商
資
本
与
近
代
山

史

学

第
七
九
巻

第
一
・
二
号

五
二
（
五
二
）



東
』（
北
京
、
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）、
富
澤
芳

亜
「
第
一
次
世
界
大
戦
期
の
博
山
炭
鉱
に
お
け
る
日
本
商
一
九
一

四
―
一
九
二
四
年
」（『
近
代
中
国
研
究
彙
報
』
二
八
号
、
二
〇
〇

六
年
）、
須
永
徳
武
「
満
洲
の
化
学
工
業
（
上
）（
下
）」（『
立
教
経

済
学
研
究
』
五
九
巻
四
号
・
六
〇
巻
四
号
、
二
〇
〇
六
年
・
二
〇

〇
七
年
）、
鈴
木
邦
夫
編
著
『
満
州
企
業
史
研
究
』（
日
本
経
済
評

論
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
柴
田
善
雅
「
占
領
前
華
北
華
中
に
お
け
る

日
系
企
業
の
活
動
」（
前
掲
、
柴
田
書
、
所
収
）、
前
掲
、
許
書
。

（
付
記
）
本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究

員
奨
励
費
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

二
〇
世
紀
前
期
の
上
海
に
お
け
る
日
系
製
革
企
業

五
三
（
五
三
）


